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大
学
を
取
り

巻
く
環
境
が
急

速
に
変
化
し
つ

つ
あ
る
中
、
各

大
学
は
生
き
残

り
を
か
け
、
新

学
部
設
立
な
ど

改
革
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
。
中
で
も
研
究
・
教
育

に
関
す
る
外
部
資
金
の
獲
得

は
、
経
営
面
の
充
実
の
み
な

ら
ず
、
各
大
学
の
社
会
的
評

価
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
で
も
あ
る
▼
こ
の
度
、

本
学
か
ら
申
請
し
た
「
東
ア

ジ
ア
文
化
交
渉
学
の
教
育
研

究
拠
点
形
成
」
が
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
た
。
本
学
の
申
請
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
、
研
究
環
境
の

整
備
さ
れ
た
国
立
大
学
を
制

し
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
採
択
さ
れ
た

意
義
は
大
き
い
▼
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
拠
点
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
文
学
研
究
科
の
陶
徳
民

教
授
は
、復
旦
大
学
、大
阪
大

学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
等
で

研
究
歴
を
持
つ
国
際
派
の
研

究
者
で
あ
る
。
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
の
故
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ

ン
セ
ン
先
生
は
、か
つ
て
陶
先

生
に
「
日
本
の
優
れ
た
研
究

者
は
控
え
め
な
方
が
多
く
、

英
語
圏
へ
の
発
信
も
不
十
分

な
た
め
、
国
際
的
に
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念

で
す
」と
語
っ
た
。今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
こ
の
ジ
ャ

ン
セ
ン
先
生
の
言
葉
が
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
本
学

の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
邁

進
を
、
そ
し
て
、
関
西
大
学

の
更
な
る
発
展
を
期
待
し
た

い
。

（
伏
見

英
俊
）
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“虹（にじ；rainbow）”はいくら近づこう
としても決してその脚に辿り着くことはでき
ない。英語の“rainbow chaser（虹を追う
人）”は“空想家”を意味し、世界各国に虹の
袂へ行くと宝物が埋まっているとか、願い事
が叶う…とかいった“虹脚埋宝伝説”が残っ
ている。人々は虹に憧れ、虹から夢をもら
い、さまざまなイメージを膨らませてきた。
鮮やかで多彩な、にもかかわらず儚い虹への
思いを詩人たちは“虹色”と呼んだりもする。
虹色は赤橙黄緑青藍紫（せきとうおうりょく
せいらんし）をさす訳ではなく、色のロマン
を託した表現なのかもしれない。しかし、実
際には虹は空気中の水分がプリズムとなり、
太陽光が分散した光の幻であり、その袂とい

うのは眼が作りだした産
物にすぎない。また、袂
のない真円を描く、虹も
存在する。人々の夢を形
にしようとした科学技術
が、人々の夢を切り刻ん
で無味乾燥なものにして
しまう。皮肉な話だ。そ
んな科学技術の探究を職
とする私も“二連の虹（虹
霓・虹�〈こうげい〉；
literary rainbow）”が存
在することを初めて知っ

たときは、本当に存在するのだろうかと驚い
たのとその神秘性に感動したことを覚えてい
る。そして、今でも密かに肉眼での遭遇を夢
見ている…。
二連の虹において、普通に明るく見える方
が“主虹（しゅこう、しゅにじ；primary
rainbow）”で、雨滴内で２回の屈折と１回の
反射を起こした光線によって生じ、仰角（虹
を見込む角度―虹の視半径）約４２°の方角に
見える。虹の外側は赤色、内側は青色にな
り、「虹の七色」になっている。さらに、主虹
の外側に、やや薄暗く見える方が“副虹（ふ
くこう、ふくにじ；secondary rainbow）”
で、雨滴内で屈折を２回、反射を２回起こし
た光線によって生じ、仰角約５０°の方角に見
える。色の配置は主虹とは逆に、外側が青、
内側が赤になっている。それなら、三連以上
の虹も期待できるのだろうか？ 副虹と同じ
仕組みで３回反射した第三次の虹の光の経路
は確かに存在するが、現れるであろう方向
は、太陽側の空、太陽から約４０°のところに
なるため、空自体も明るく、虹の暗さも相ま
って発見は不可能だろう。されども、三本
目、時には四本目の虹が見られることがあ
る。それは、水面に反射した光によってでき
る虹（反射虹）である。また、主虹と副虹の
間は反射光の来ない領域で、“アレキサンダー
の暗帯”と呼ばれている。

虹の字は“虫”と“工”の字からできてい
て、中国語で“虫”は蛇を“工”は貫くこと
を意味する。古人は虹を天空を貫く大蛇（�
龍・竜）に見立て、虹にも雄雌があると考
え、前者を虹（雄）、後者を霓・�（雌）と呼
んだそうだ。鮮やかな虹ばかりが決して虹で
はない。淡いながらも霓・�も立派な虹だと
思う。このことは教育・研究においても言え
る。成果が注目を浴びるような主虹であって
も、そうでない副虹（見る場所で主虹にもな
る）であっても、どちらも紛れもなく、虹そ
のものである。もちろん、自分よがりの虹は
認められないが、副虹が見えない、あるいは
主虹以外は認めたくない人々がいるからとい
って、副虹の存在を否定できないし、すべきで
はない。教育・研究の虫となって工（学）を極
めれば、字のごとく虹になれると信じたい。
太陽を背にして、ホースで水をまくと、人
工虹を観察することができる。同じ原理で、
ごく小さいプラスチックビーズを黒用紙に張
り詰めて、光を当てると、人工虹ができる。
そこで、ＤＶＤに光を当てて同様に人工虹が
作れないか試してみた。光源とカメラの位置
を調整することにより、見事に虹のリングを
撮影することができた。久しぶりに子供に返
った気分を味わった。虹は何歳になっても永
遠の憧れであり、夢を運んで来てくれるそん
な気がする。 （システム理工学部教授）

村中 徳明
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９
月
２９
日（
土
）１３
�
００
〜
１６
�
００

大
阪
産
業
創
造
館

９
月
２８
日（
金
）１３
�
００
〜
１７
�
００

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文
館
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

本
学
と
大
阪
大
学
は
、
両
大

学
に
お
け
る
教
育
お
よ
び
学
術

研
究
上
の
協
力
関
係
を
推
進
す

る
た
め
、
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。
学
生
数
の
多
い
私
立

大
学
と
国
立
大
学
の
間
で
結
ば

れ
た
学
術
交
流
協
定
と
し
て
は

国
内
で
初
め
て
の
例
と
な
る
。

協
定
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
と

し
て
、
�
共
同
研
究
、
講
義
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
実
施
お
よ

び
研
究
者
の
交
流
、
�
両
大
学

が
相
互
に
関
心
を
有
す
る
分
野

に
お
け
る
情
報
お
よ
び
資
料
の

交
換
、
�
大
学
院
学
生
お
よ
び

学
部
学
生
、
社
会
人
受
講
生
等

の
交
流
、
�
そ
の
他
、
双
方
が

必
要
と
認
め
る
事
項
の
展
開
が

挙
げ
ら
れ
る
。
協
定
の
積
極
的

な
活
用
と
し
て
、
競
争
的
資
金

へ
の
共
同
申
請
、
地
域
連
携
事

業
の
共
同
展
開
、
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
事
業
へ
の
相
互
協
力
か

ら
、
将
来
的
に
は
学
生
の
単
位

互
換
な
ど
の
計
画
も
話
し
合
わ

れ
る
。
目
下
、
具
体
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
持
続
可
能
性

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）に
関

す
る
共
同
研
究
の
展
開
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
大
学
院
生
も
参

加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
る
予

定
で
あ
る
。

（
学
長
課
）

昭
和
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ

た
教
育
後
援
会
は
、「
大
学
と
家

庭
の
か
け
橋
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

諸
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い

る
が
、
今
年
創
立
六
十
周
年
を

迎
え
記
念
式
典
お
よ
び
ア
イ
ス

シ
ョ
ー
を
、
七
月
一
日
に
、
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
の
関
西
大
学
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
。

こ
の
日
は
、
本
学
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部
名
誉
顧
問
で
日
本
ス

ケ
ー
ト
連
盟
会
長
の
橋
本
聖
子

さ
ん
を
は
じ
め
、
日
本
ス
ケ
ー

ト
連
盟
コ
ー
チ
で
校
友
の
佐
藤

信
夫
・
久
美
子
夫
妻
、
各
界
関

係
者
ら
を
招
い
た
。

式
典
は
、
古
渕
会
長
の
式
辞

の
あ
と
、
来
賓
と
歴
代
会
長
ら

に
よ
る
く
す
玉
開
き
に
続
き
、

森
本
理
事
長
、
河
田
学
長
の
祝

辞
、
学
校
法
人
か
ら
教
育
後
援

会
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ

り
、
つ
い
で
先
に
建
設
寄
贈
し

た
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ

ジ
の
拡
充
・
整
備
資
金

の
寄
贈
目
録
を
教
育
後

援
会
か
ら
学
校
法
人
に

贈
り
終
了
し
た
。

午
後
の
ア
イ
ス
シ
ョ

ー
で
は
、
ト
ッ
プ
ス
ケ

ー
タ
ー
と
全
指
導
ス
タ

ッ
フ
の
紹
介
が
あ
り
、

来
賓
の
橋
本
聖
子
さ
ん

が
リ
ン
ク
を
二
周
滑
走

し
て
登
場
、「
つ
い
ス
ピ

ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
語
り

な
が
ら
祝
福
と
激
励
の
言
葉
を

述
べ
た
。

シ
ョ
ー
で
は
、
ち
び
っ
子
ス

ケ
ー
タ
ー
の
団
体
演
技
、
本
学

に
在
籍
す
る
期
待
の
ス
ケ
ー
タ

ー
澤
田
亜
紀
さ
ん
（
文
一
）、
金

彩
華
さ
ん
（
商
一
）、
北
村
明
子

さ
ん
（
文
一
）、
西
上
順
三
さ
ん

（
経
一
）、
三
木
遥
さ
ん
（
情

二
）
、
平
井
絵
己
さ
ん
（
経

三
）
の
演
技
に
続
き
、
フ
ル
ー

ト
（
南
部
靖
佳
さ
ん
）
と
ピ
ア

ノ
（
山
本
ア
キ
さ
ん
）
の
デ
ュ

オ
演
奏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
っ
た
。

最
後
の
メ
イ
ン
エ
キ
シ
ビ
シ

ョ
ン
に
は
織
田
信
成
さ
ん
（
文

三
）が
登
場
。
南
部
さ
ん
と
山
本

さ
ん
の
生
演
奏
「
千
の
風
に
な

っ
て
」
で
見
事
な
演
技
を
披
露

し
、
大
き
な
拍
手
が
沸
い
た
。

会
場
は
大
学
、
教
育
後
援
会

関
係
者
で
埋
ま
る
盛
況
を
見

せ
、
参
加
者
は
熱
心
に
リ
ン
ク

に
見
入
っ
て
い
た
。
出
演
者
全

員
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー

レ
で
、
こ
の
式
典
お
よ
び
ア
イ

ス
シ
ョ
ー
は
滞
り
な
く
す
べ
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た
。

（
教
育
後
援
会
）

本
学
の
環
境
都
市
工
学
部
建

築
学
科
が
中
心
と
な
り
申
請
し

て
い
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

利
用
等
に
資
す
る
伝
統
的
木
造

住
宅
の
普
及
型
生
産
シ
ス
テ
ム

・
保
存
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
技
術
開
発
」
が
、

国
土
交
通
省
「
住
宅
・

建
築
関
連
先
導
技
術
開

発
助
成
事
業
」
に
採
択

さ
れ
た
。
こ
の
助
成
事

業
は
、
環
境
問
題
な
ど

の
緊
急
に
対
応
す
べ
き

政
策
課
題
に
つ
い
て
、

先
導
的
技
術
の
導
入
に
よ
り
効

果
的
に
対
応
す
る
た
め
、
国
が

支
援
を
行
い
、
技
術
の
開
発
と

実
用
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
土
交
通
省
が
行
う
も
の

で
あ
る
。
平
成
十
九
年
度
は
、

助
成
事
業
全
体
と
し
て
新
規
に

十
三
件
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の

内
訳
は
大
手
民
間
企
業
を
は
じ

め
、
国
公
私
立
大
学
や
研
究
機

関
、
研
究
員
・
技
術
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
開
発
グ
ル
ー
プ
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
住
宅
・
建
築

に
関
わ
る
最
先
端
の
技
術
開
発

を
行
っ
て
い
く
。

本
学
は
今
後
、
採
択
さ
れ
た

技
術
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
長

寿
命
、
自
然
共
生
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
省
資
源
・
循
環
、
継
承

の
諸
条
件
を
総
合
的
に
満
た
す

伝
統
的
木
造
住
宅
の
生
産
・
保

存
シ
ス
テ
ム
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
利
用
の
観
点
か
ら
総
合
的

に
開
発
す
る
。

技
術
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、

地
球
環
境
技
術
に
関
す
る
多
く

の
研
究
実
績
を
有
し
て
い
る
環

境
都
市
工
学
部
建
築
学
科
が
中

心
と
な
り
、
企
業
や
研
究
所
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含
む
産
学
共
同

開
発
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
開

発
さ
れ
た
技
術
を
学
生
の
教
材

と
し
て
使
用
す
る
と
と
も
に
、

優
良
な
社
会
資
産
を
形
成
す
る

た
め
の
技
術
と
し
て
、
広
く
社

会
に
公
開
す
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
技
術
開
発
期
間
は
三

年
間
で
、
予
定
さ
れ
て
い
る
総

開
発
経
費
は
、
一
億
三
千
二
百

万
円
で
あ
る
。（
研
究
支
援
課
）

本
学
に
お
け
る
研
究
活
動
を

産
業
界
に
紹
介
し
、
新
産
業
創

出
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
大
学

と
会
員
企
業
の
発
展
向
上
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
関
西

大
学
科
学
技
術
振
興
会
（
寺
内

俊
太
郎
会
長
）
で
は
、
会
員
企

業
お
よ
び
学
内
研
究
員
の
優
れ

た
研
究
活
動
の
成
果
や
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
る
産
学
連
携

活
動
と
、
知
的
財
産
の
創
造
、

活
用
に
対
す
る
表
彰
制
度
を
設

け
て
い
る
。

平
成
十
八
年
度
に
推
薦
依
頼

お
よ
び
募
集
し
た
次
の
各
賞
に

つ
い
て
、
五
月
二
十
六
日
の
本

年
度
総
会
に
お
い
て
発
表
、
表

彰
し
た
（
所
属
・
資
格
は
昨
年

度
の
表
記
）。

第
四
回
と
な
る
「
学
の
実
化

賞
」
は
、
倉
田
純
一
工
学
部
助

教
授
の
「
知
覚
色
情
報
を
用
い

た
同
色
布
判
定
装
置
の
開
発
」

に
係
る
実
績
お
よ
び
産
学
連
携

活
動
へ
の
先
駆
的
な
取
り
組
み

が
評
価
さ
れ
、
表
彰
状
と
賞
金

百
万
円
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
研
究
奨
励
賞
」
は
四
件
、

大
学
院
工
学
研
究
科
機
械
工
学

専
攻
・
北
川
智
之
氏
、
中
平
佑

氏
、
電
気
工
学
専
攻
・
守
本
雄

氏
、
ラ
イ
フ
マ
テ
リ
ア
ル
デ
ザ

イ
ン
専
攻
・
佐
々
木
彩
子
氏
の

研
究
活
動
お
よ
び
産
学
連
携
活

動
が
評
価
さ
れ
、
各
々
に
表
彰

状
と
賞
金
五
万
円
が
贈
呈
さ
れ

た
。さ

ら
に
、「
産
学
連
携
賞
」
は

五
件
、
山
本
秀
樹
工
学
部
教
授

と
株
式
会
社
マ
ナ
、
坂
野
昌
弘

工
学
部
教
授
と
大
商
鋼
材
株
式

会
社
・
太
洋
建
設
株
式
会
社
・

株
式
会
社
技
建
管
理
、
山
本
秀

樹
工
学
部
教
授
と
レ
ッ
キ
ス
工

業
株
式
会
社
、
田
村
裕
工
学
部

教
授
と
根
来
産
業
株
式
会
社
、

青
木
功
工
学
部
専
任
講
師
と
株

式
会
社
タ
ニ
チ
の
各
共
同
研
究

に
係
る
実
績
に
対
し
、
産
学
連

携
活
動
の
具
現
化
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
、各
々
に
表
彰
状
、北
斗

七
星
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
技
術
開
発
賞
」
は
、
株
式

会
社
棚
澤
八
光
社
の
技
術
開
発

に
係
る
実
績
が
優
れ
た
成
果
で

あ
る
と
評
価
さ
れ
、
表
彰
状
、

八
稜
鏡
の
盾
が
贈
呈
さ
れ
た
。

最
後
に
当
会
へ
の
運
営
・
発

展
に
尽
力
が
あ
り
、
そ
の
長
年

に
わ
た
る
貢
献
が
顕
著
と
認
め

ら
れ
た
会
員
に
贈
ら
れ
る
「
北

斗
賞
」
の
盾
と
賞
状
が
、
一
身

上
の
都
合
で
退
会
す
る
こ
と
と

な
っ
た
株
式
会
社
ホ
ロ
ン
ア
イ

・
岩
井
宏
彰
氏
に
手
渡
さ
れ
た
。

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

伝統に学んだ環境共生
技術を用いた現代住宅

風土に溶け込んだ
伝統的住宅のデザイン

「学の実化賞」の表彰

六
月
二
十
三
日
に
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
文
化
財
の
修
復
を
め
ぐ

る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
エ
ジ

プ
ト
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日
本
か

ら
代
表
的
な
研
究
者
と
修
復
技

術
者
を
集
め
て
開
催
し
た
。
講

演
内
容
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
文
化

財
が
お
か
れ
て
い
る
全
体
的
な

危
機
的
状
況
か
ら
サ
ッ
カ
ラ
で

現
在
関
西
大
学
が
行
っ
て
い
る

壁
画
修
復
の
具
体
的
な
方
法
に

ま
で
及
ん
だ
。
さ
ら
に
、
エ
ジ

プ
ト
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、

日
本
と
エ
ジ
プ
ト
の
交
流
の
あ

り
方
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
日

本
は
ど
の
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
の

文
化
財
の
修
復
に
貢
献
す
る

か
？
」
で
は
、
さ
ら
に
日
本
の

文
化
財
修
復
の
専
門
家
も
加
わ

り
、
日
本
が
世
界
の
文
化
財
修

復
の
活
動
に
貢
献
す
る
技
術
を

持
っ
て
お
り
、
ま
た
貢
献
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
討
論
さ
れ
た
。

来
場
者
に
は
、
文
化
財
を
単

に
歴
史
の
産
物
と
し
て
鑑
賞
し

て
満
足
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

科
学
的
な
見
地
か
ら
文
化
財
を

観
察
す
る
方
法
と
、
文
化
財
の

現
状
と
今
後
の
あ
り
方
へ
の
洞

察
を
示
す
こ
と
で
き
た
と
思
っ

て
い
る
。
当
日
は
、
熱
心
な
人

び
と
の
参
加
を
み
て
、
盛
会
と

な
っ
た
。

（
文
学
部
教
授

吹
田

浩
）

な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
エ
ッ
ゲ
ン
ベ
ル
ク
城
で
発
見

さ
れ
た
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏

風
」
を
め
ぐ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
。

「
大
坂
図
屏
風
」
は
、
昨
年

十
月
に
本
学
で
行
わ
れ
た
ケ
ル

ン
大
学
の
フ
ラ
ン
チ
ィ
ス
カ
・

エ
ー
ム
ケ
教
授
の
講
演
会
に
よ

っ
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
豊
臣

時
代
の
大
坂
を
描
く
貴
重
な
絵

画
史
料
で
あ
る
。当
日
は
、エ
ー

ム
ケ
氏
の
ほ
か
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
か
ら
二
人
の
研
究
者
と
、
日

本
か
ら
は
日
本
史
・
西
洋
史
・
美

術
史
な
ど
五
人
の
研
究
者
を
招

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
新

発
見
の「
大
坂
図
屏
風
」の
魅
力

に
迫
る
。ま
た
、
会
場
に
は
、原

寸
大
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
古
城
に
眠

っ
て
い
た
「
大
坂
図
屏
風
」
を

め
ぐ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を

望
む
。

（
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
）

ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
で
は
第
三

回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

す
る
。

総
合
テ
ー
マ

東
ア
ジ
ア
の
儀

礼
と
宗
教

期
間

七
月
二
十
日
（
金
）
・

二
十
一
日
（
土
）

会
場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
以

文
館
四
階

セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー

ス
基
調
講
演
お
よ
び
「
儒
教
儀

礼
と
そ
の
展
開
」
「
漢
民
族
と

イ
ス
ラ
ー
ム
・
朝
鮮
の
儀
礼
」

「
道
教
の
神
々
と
そ
の
観
念
」

の
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
研

究
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
広

が
る
儒
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
仏

教
、
道
教
、
民
間
信
仰
の
諸
儀

礼
と
そ
の
宗
教
観
念
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
台
湾
中
央
研
究
院

文
哲
研
究
所
お
よ
び
歴
史
語
言

研
究
所
、
国
立
台
湾
大
学
、
ソ

ウ
ル
大
学
校
、
早
稲
田
大
学
な

ど
の
著
名
な
研
究
者
、
お
よ
び

Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｃ
研
究
員
が
多
数
発
表

の
予
定
。
ふ
る
っ
て
参
加
願
い

た
い
。
詳
し
く
は
当
研
究
セ
ン

タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http�

��w
w
w
.csac.kansai�u.

ac.jp�

）を
参
照
の
こ
と
。

（
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン

タ
ー
）

高
校
生
や
受
験
生
を
対
象
と
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
日
程
が
決
定
し
た
。
七
月
二
十
九
日

（
日
）・
三
十
日
（
月
）
に
開
催
す
る
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
―
千
里
山
１
ｓ
ｔ
�
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
―

を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
。
主
な
内
容
は
、
入
試
概
要
説
明
、
Ａ
Ｏ

入
試
説
明
、
教
科
別
入
試
対
策
講
座
、
入
試
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
各
学
部
に
よ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
学
部

別
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
関
大
生
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

施
設
見
学
、
学
生
団
体
イ
ベ
ン
ト
等
。
日
程
に
よ
っ

て
内
容
は
異
な
る
。
詳
細
は
、
「K

a
n
�
D
a
i

w
e
b

」（h
ttp���w

w
w
.k
an
sai�
u
.ac.j

p�N
yusi

）
で
。
知
り
合
い
の
高
校
生
や
受
験
生
に

ぜ
ひ
す
す
め
ら
れ
た
い
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

日
程

七
月
三
十
日
（
月
）、
三

十
一
日（
火
）、八
月
一
日
（
水
）

会
場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百

周
年
記
念
会
館

マ
レ
ー
シ
ア
科
学
大
学
、
チ

ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
、
タ
イ
の

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
や
タ
イ
国
立

金
属
技
術
セ
ン
タ
ー
等
の
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
大
学
・
研
究
機

関
の
研
究
者
、
大
学
院
生
が
参

加
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。
学
問
領
域
を
超
え

て
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
究
者
が
討

論
す
る
機
会
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
本
学
を
含
め
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
大
学
院
生
の
国

際
性
豊
か
な
研
究
者
へ
の
育
成

の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
在
住
の
企

業
、
タ
イ
の
大
学
・
研
究
機

関
、
関
西
大
学
と
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
的
研
究
連
携
も
端
緒
に

つ
い
て
お
り
、
本
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
と
の
産
学
連
携
を
さ
ら

に
深
め
る
と
と
も
に
本
学
の
存

在
を
際
だ
た
せ
る
運
動
の
一
歩

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
シ
ス
テ
ム
理
工
・
環
境
都
市

・
化
学
生
命
工
学
部
）

日 程
７月２９日（日）
７月３０日（月）
８月４日（土）
�場所：高槻キャンパス�

８月２５日（土）

１１月１７日（土）
２００８年３月２２日（土）

※開催時間は、いずれも１０時から１６時まで

名 称
Summer Campus
―千里山１st.Stage―
Summer Campus
―高槻―
Summer Campus
―千里山２nd.Stage―
Autumn Campus
Fresh Campus

文
化
財
修
復
テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ

エ
ジ
プ
ト
で
の
手
法
を
紹
介

共
同
研
究
や
情
報
の
交
換
な
ど

本
学
が
進
め
る
壁
画
保
存
な
ど

ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー

第
３
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

環境都市
工 学 部

国
交
省「
住
宅
・
建
築
関
連
先
導

技
術
開
発
助
成
事
業
」
に
採
択

関西大学理工学
国際シンポジウム２００７
環境とライフサイエンス分野に
おけるＡＳＥＡＮ諸国との連携

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
発
見「
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
」の
魅
力

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
グ
ラ
ー
ツ
の
古
城
と
日
本
―

橋橋本本聖聖子子ささんんららをを迎迎ええ
アアイイススアアリリーーナナでで式式典典

教教育育後後援援会会創創立立６６００周周年年

関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会

オオーーププンンキキャャンンパパスス日日程程決決ままるる

（２）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号
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五
月
二
十
九
日
、
関
西
大

学
、
株
式
会
社
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ

ュ
、
財
団
法
人
社
会
開
発
研
究

セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り
、「
第

一
回
ク
ラ
ブ
・
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ

ュ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
梅
田
の

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
に
て
、
三
時
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
森
本
靖
一
郎
理
事

長
と
多
摩
大
学
名
誉
学
長
の
野

田
一
夫
ア
ン
ク
ラ
ー
ジ
ュ
最
高

顧
問
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
に
引

き
続
き
、
川
島
隆
太
東
北
大
学

加
齢
医
学
研
究
所
教
授
に
よ
り

「
脳
を
知
り
認
知
症
を
予
防
す

る
」
と
題
さ
れ
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
白
石
真

澄
政
策
創
造
学
部
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
副
学

長
の
芝
井
敬
司
文
学
部
教
授
、

社
会
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
村
田
裕
之
客
員
教
授
、
小

中
村
政
廣
株
式
会
社
ア
ン
ク
ラ

ー
ジ
ュ
代
表
取
締
役
の
三
人
を

パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
て
『
２１
世
紀

の
住
ま
い
方
「
カ
レ
ッ
ジ
リ
ン

ク
型
シ
ニ
ア
住
宅
」』
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
聴

衆
は
、
明
快
で
説
得
力
に
満
ち

た
講
演
と
熱
の
こ
も
っ
た
パ
ネ

ル
ト
ー
ク
に
聞
き
入
っ
た
。

（
文
学
部
）

六
月
三
十
日
、
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
に
お

い
て
、
商
学
部
主
催
の
関
西
大

学
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
０

０
７
「
学
生
の
力
」の
本
選
会
が

開
催
さ
れ
た
。

Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ク
）
は
、
商
学
部
が
創
設
百
周

年
を
迎
え
た
昨
年
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
第
一
回
を
開
催

し
た
。
第
二
回
の
今
年
は
、
昨

年
十
二
月
か
ら
今
年
二
月
ま
で

の
三
カ
月
間
、
全
国
の
高
校
生

・
大
学
生
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
（
新
事
業
の
企
画
書
）を
募
集

し
、
計
七
百
十
三
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
企
画

・
運
営
は
、
商
学
部
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
生
十
九
人
に
よ
る
Ｋ

Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
学
生
実
行
委
員
会
が

学
部
の
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
委
員
会
と

共
同
で
行
っ
て
い
る
。

本
選
会
に
は
、
応
募
者
・
審

査
員
の
双
方
が
匿
名
で
行
う
ダ

ブ
ル
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
（
双
方
向

目
隠
し
）
方
式
に
よ
る
第
一
次

・
第
二
次
書
類
審
査
を
通
過
し

た
高
校
・
大
学
の
部
各
五
組
が

出
場
し
た
。
各
組
が
約
三
百
五

十
人
の
観
客
の
前
で
熱
の
こ
も

っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

競
い
合
い
、
そ
の
結
果
、
高
校

の
部
は
京
都
府
立
京
都
す
ば
る

高
等
学
校
三
年
の
菅
井
安
希
さ

ん
に
よ
る
「『
京
都
ら
し
さ
』
に

こ
だ
わ
っ
た
、
５０
代
以
上
の
方

向
け
の
『
お
と
な
の
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
』
プ
ラ
ン
」、大
学
の
部
は

関
西
大
学
商
学
部

三
年
次
生
の
中
村

吏
志
さ
ん
に
よ
る

「
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

バ
ン
ド
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

（
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

に
よ
る
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
の
た
め
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）」
が
優
勝
し

た
。
高
校
の
部
の
学
校
賞
は
京

都
府
立
京
都
す
ば
る
高
等
学
校

が
受
賞
し
た
。

本
選
会
で
は
、
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
テ
ー
マ

部
門
の
各
企
業
賞
の
表
彰
式
も

行
わ
れ
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
部

門
に
は
六
社
か
ら
四
十
四
テ
ー

マ
の
協
賛
が
あ
り
、
三
百
四
十

件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
企
業
賞

は
企
業
別
の
最
優
秀
プ
ラ
ン
に

贈
ら
れ
、
表
彰
式
で
は
、
各
企

業
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
か
ら
授
賞

理
由
と
応
募
プ
ラ
ン
全
体
へ
の

総
評
が
述
べ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
た
「
自

分
の
壁
を
う
ち
破
る
」
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
・
コ
ン

テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
四
百
六
十

八
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
関
西

大
学
経
済
学
部
二
年
次
生
の
柏

木
駿
吾
さ
ん
の
応
募
作
品
「
キ

ュ
ビ
ビ
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。
来
年
か
ら
は
、
こ
の
キ

ュ
ビ
ビ
が
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
の
各
種

広
報
に
登
場
す
る
こ
と
に
な

る
。

（
商
学
部
）

多数の参加者で熱気あふれる会

先
に
お
知
ら
せ
し
た
（
第
三

百
四
十
三
号
）
と
お
り
、
本
学

で
は
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
、

文
学
部
の
心
理
学
と
社
会
学
部

の
心
理
学
を
大
学
院
レ
ベ
ル
で

統
合
し
た
、
新
た
な
独
立
研
究

科
「
心
理
学
研
究
科
」
を
開
設

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
研
究
科
は
、
認
知
・
発

達
心
理
学
専
攻
と
社
会
心
理
学

専
攻
の
修
士
課
程
（
近
年
中
に

博
士
課
程
に
移
行
予
定
）
で
構

成
さ
れ
る
。
当
初
、
三
番
目
の

専
攻
と
し
て
臨
床
心
理
学
部
門

（
臨
床
心
理
士
養
成
の
第
一
種

指
定
大
学
院
）
を
専
門
職
学
位

課
程
と
し
て
設
置
し
、
本
研
究

科
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
た
が
、
諸

般
の
事
情
で
専
門
職
学
位
課
程

と
し
て
の
認
可
申
請
は
一
年
先

送
り
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
臨

床
心
理
士
の
養
成
は
、
従
来
ど

お
り
社
会
学
研
究
科
に
お
い
て

行
わ
れ
る
。

（
心
理
学
研
究
科
長
予
定
者

田
中

俊
也
）

七
月
二
日
、児
島
惟
謙
館
一
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
て
、
児

島
惟
謙
胸
像
の
除
幕
式
を
挙
行
し
た
。
児
島
惟
謙
は
、

本
学
の
前
身
で
あ
る
関
西
法
律
学
校
の
開
校
に
尽
力
し

た
創
立
者
で
、
こ
の
胸
像
は
、
昭
和
十
四
年
に
裁
判
所

構
成
法
実
施
五
十
年
を
記
念
し
て
大
審
院
に
建
設
さ
れ

た
も
の
を
縮
写
し
て
児
島
家
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
た
び
ご
令
孫
の
兒
島
鐵
也
氏
か
ら
台
座
と
と

も
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。当
日
は
、森
本
靖
一
郎

理
事
長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
六
十
人

が
見
守
る
中
、
胸
像
が
披
露
さ
れ
た
。

大学の部優勝者
中村吏志さん

関
西
大
学
創
立
百
二
十
周

年
を
記
念
す
る
『
関
西
大
学

百
二
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ

た
。「
歴
史
編
」
と
「
現
代

編
」
の
二
部
で
構
成
さ
れ
、

全
四
百
十
ペ
ー
ジ
の
ほ
と
ん

ど
に
写
真
を
掲
載
、
資
料
的

価
値
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
一

読
に
た
え
る
よ
う
、
工
夫
が

こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
歴
史
編
」
は
、『
関
西
大

学
百
年
史
通
史
編
』
を
要
約

し
、「
現
代
編
」
は
、
最
近
二

十
年
間
の
関
西
大
学
の
足
跡

を
、
主
題
別
に
各
部
署
の
教

職
員
が
執
筆
し
た
。
教
育
・

研
究
や
学
生
ス
ポ
ー
ツ
、
大

学
財
政
、
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
な
ど
、
全
篇
、
多
彩

を
極
め
る
。（
年
史
編
纂
室
）

関
西
大
学
法
学
部
は
、
二
〇

〇
八
年
度
か
ら
従
来
ま
で
の
法

律
学
科
と
政
治
学
科
を
統
合

し
、
法
学
政
治
学
科
と
し
て
新

し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
れ
は
、
複
雑
化
・
国
際
化

が
進
み
、
変
化
の
激
し
い
現
代

社
会
に
お
い
て
、「
法
」
と
「
政

治
」
が
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
度

を
増
す
中
で
、
法
学
部
で
学
ぶ

す
べ
て
の
学
生
が
法
学
・
政
治

学
全
般
に
わ
た
る
基
礎
知
識
を

身
に
つ
け
、
複
眼
的
思
考
で
よ

り
良
い
社
会
創
造
に
貢
献
で
き

る
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

単
に
学
科
を
統
合
す
る
だ
け

で
な
く
、
演
習
科
目
に
よ
る
少

人
数
教
育
を
四
年
間
通
し
て
実

施
、
法
学
・
政
治
学
の
諸
分
野

を
横
断
す
る
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

型
履
修
、
多
岐
に
わ
た
る
学
生

の
進
路
に
応
じ
た
履
修
モ
デ
ル

の
提
示
な
ど
、
新
設
学
科
で
は

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

法
的
思
考
や
、
法
的
に
問
題

を
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
現
代
社
会
―
す
な
わ
ち
法
化

社
会
―
に
お
い
て
は
、
法
と
政

治
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
い
か
な
る
局
面
で
も
応
用

で
き
る
能
力
が
養
わ
れ
る
。
百

二
十
年
を
超
え
る
伝
統
を
有

し
、
国
家
・
社
会
・
人
間
に
関

わ
る
学
問
で
あ
る
法
学
・
政
治

学
両
分
野
に
お
い
て
多
数
の
優

れ
た
専
門
的
研
究
者
を
擁
す
る

関
西
大
学
法
学
部
で
専
門
的
な

学
識
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
的
か
つ

責
任
を
も
っ
て
法
化
社
会
を
生

き
抜
く
力
量
が
自
ず
と
養
わ
れ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。（

法
学
部
）

商
学
部
で
は
平
成
二
十
年
度

か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的

に
改
正
し
、
こ
れ
ま
で
の
五
コ

ー
ス
制
か
ら
、
流
通
専
修
、
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
専
修
、
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
専
修
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専

修
、
会
計
専
修
の
五
専
修
制
へ

と
移
行
す
る
。

新
し
い
五
専
修
制
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
�
「
品
格

あ
る
柔
軟
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ

ー
」
を
養
成
す
る
と
い
う
商
学

部
の
教
育
目
標
に
ふ
さ
わ
し
い

科
目
を
新
設
し
た
こ
と
、
�
一

年
次
か
ら
目
標
を
定
め
、
段
階

を
追
っ
て
学
習
す
る
と
い
う
、

学
生
に
わ
か
り
や
す
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

	
一
、
二
年
次
に
お
い
て
商
学

の
各
分
野
を
満
遍
な
く
学
習
す

る
こ
と
を
も
と
め
る
一
方
で
、

上
位
年
次
に
お
い
て
は
、
少
人

数
制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
核
と
し

た
専
門
的
な
学
習
に
特
化
で
き

る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
、


将
来
の
キ
ャ
リ
ア

に
直
結
し
た
実
践
的
な
科
目
群

を
多
数
用
意
し
た
こ
と
、
等
で

あ
る
。

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、「
簿

記
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
」
と

い
っ
た
科
目
が
と
く
に
重
視
・

強
化
さ
れ
て
い
る
。
国
際
社
会

の
言
語
で
あ
る
英
語
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
世
界
に
お
け
る
言
語
で

あ
る
会
計
に
強
い
「
品
格
あ
る

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
」
を
輩
出

す
る
こ
と
が
、
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
る
商
学
部
の
目
標
で
あ

る
。

（
商
学
部
）

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
社
会

学
研
究
科
産
業
社
会
学
専
攻

は
、
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

専
攻
に
名
称
を
変
更
す
る
予
定

で
あ
る
。
産
業
社
会
学
専
攻

は
、
昭
和
四
十
六
年
の
社
会
学

研
究
科
設
立
当
初
よ
り
発
足

し
、
社
会
学
、
経
営
学
、
経
済

学
、
お
よ
び
科
学
技
術
論
の
学

際
分
野
を
守
備
範
囲
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

し
た
が
っ
て
、
産
業
社
会
に
関

す
る
研
究
・
教
育
に
当
た
り
、

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
研
究
対
象
の
産

業
社
会
―
企
業
、
組
織
、
労

働
、
技
術
な
ど
を
含
む
―
は
大

き
く
変
貌
し
、
他
方
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
問
の
研
究
方
法
も
大
き

く
進
歩
し
た
。
こ
う
し
た
学
問

対
象
お
よ
び
学
問
方
法
の
進
展

に
応
じ
て
、
現
在
の
フ
ァ
カ
ル

テ
ィ
メ
ン
バ
ー
の
実
態
に
よ
り

ふ
さ
わ
し
く
、
新
し
い
社
会
科

学
の
方
法
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
標
に
、
社
会
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
専
攻
と
し
て
新
た
に
ス
タ

ー
ト
を
切
る
。

（
社
会
学
研
究
科
）

●
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
と
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
覚
書
を
締

結
本
学
と
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学

は
、
基
本
協
定
に
基
づ
い
て
平

成
十
一
年
度
か
ら
ミ
ズ
ー
リ
州

提
携
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
き
た
が
、
こ
の
度
そ

の
実
績
を
踏
ま
え
て
覚
書
を
締

結
す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
参
加
学
生
に
対
し
て
英
語

実
習
や
生
活
体
験
に
留
ま
ら

ず
、
ア
メ
リ
カ
で
七
週
間
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
う
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
参
加
学
生
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
お
り
、
本
学
学
生
の
国

際
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に

参
加
学
生
の
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
感
覚
を
涵
養
す
る
た
め
に
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

●
文
部
科
学
省
英
語
指
導
力
開

発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
採

択
大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究

科
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
文
部
科
学

省
英
語
指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
事
業
に
三
年
連
続
採
択

さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
各
地

域
の
英
語
教
員
の
中
に
英
語
教

育
の
中
核
的
な
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
教
育

委
員
会
が
今
後
も
恒
常
的
に
教

員
の
指
導
や
資
質
向
上
を
図
る

体
制
を
つ
く
る
た
め
に
専
門
的

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。
採
択
さ
れ
た

本
学
の
取
り
組
み
は
「
英
語
授

業
実
践
能
力
の
開
発
」
を
目
的

と
し
、
�
生
徒
の
自
己
表
現
能

力
を
伸
ば
す
指
導
力
、
�
英
語

で
授
業
を
す
る
能
力
、
	
デ
ジ

タ
ル
教
材
作
成
・
開
発
能
力
、



自
ら
の
授
業
を
振
り
返
り
改

善
す
る
能
力
を
開
発
す
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。

●
二
〇
〇
七
年
度
北
京
外
国
語

大
学
へ
の
夏
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施

文
学
部
・
文
学
研
究
科
は
、

中
国
語
中
国
学
専
修
二
年
次
以

上
お
よ
び
大
学
院
中
国
文
学
専

修
学
生
の
十
人
程
度
を
対
象

に
、
夏
季
休
業
期
間
中
に
、
協

定
大
学
で
あ
る
北
京
外
国
語
大

学
へ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
少
人

数
編
成
の
講
義
を
通
し
て
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
お
よ
び
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
能
力
の
向
上
、
さ
ら
に
中
国

の
言
語
、
文
化
、
文
学
、
思
想

な
ど
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。

○
日
本
鉄
鋼
連
盟

◆
鋼
構
造
研
究
・
教
育
助
成
事

業大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

西
川

雄
也

（
平
成
十
九
年
三
月
十
六
日
）

○
日
本
金
属
学
会

◆
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
賞

大
学
院
工
学
研
究
科
Ｍ
二

土
井

智
史

（
平
成
十
九
年
六
月
六
日
）

○
ア
メ
リ
カ
学
会

◆
ア
メ
リ
カ
学
会
清
水
博
賞

文
学
部
専
任
講
師

豊
田

真
穂

（
平
成
十
九
年
六
月
十
日
）

地球温暖化防止に寄与す
るための本学における省エ
ネルギー施策として、二酸
化炭素排出量の削減のた
め、６月２０日から９月２０日

の３カ月間、冷房の設定温
度を２８度とするとともに、
本学の全構成員を対象にノ
ーネクタイ・ノー上着のク
ール・ビズを導入すること
となりました。関係各位の
ご協力とご理解をお願いし
ます。

法学部２学科統合へ
来年度から

法学政治学科に

満満
場場
、、講講
演演
なな
どど
聞聞
きき
入入
るる

平
成
２０
年
度
に
大
学
院
心
理
学
研
究
科
を
新
設

臨
床
心
理
専
門
職
大
学
院
は

平
成
２１
年
度
開
設

５
専
修
制
へ
移
行

商学部

�
�
来
年
度
か
ら

児
島
惟
謙
胸
像
を
除
幕

第２回KUBIC受賞者が決定
高校の部優勝
京都すばる高等学校３年 菅井安希さん

大学の部優勝
関西大学 商学部３年次生 中村吏志さん

来年４月

大
学
院
社
会
学
研
究
科
産
業

社
会
学
専
攻
が
名
称
変
更

������������������
関関関関関関関関関関関関関関関関関関
西西西西西西西西西西西西西西西西西西
大大大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学学学
百百百百百百百百百百百百百百百百百百
二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十
年年年年年年年年年年年年年年年年年年
史史史史史史史史史史史史史史史史史史
������������������完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成

平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（３）



テーマスタディ
テーマスタディ

テーマスタディ

昨
年の秋学期からスタートしたこの

授業のねらいは、二つある。第一

はボランティアに対するイメージ

の見直しである。人によってボランティア観

はさまざまであろう。ボランティアなんて

「特別な人」がしていることで、暗くて自己犠

牲的な行為だと思っている人も多い。しかし、

阪神・淡路大震災以降、わが国ではボランテ

ィア活動に関心をもつ人が増加しており、ま

た人びとの意識も変化している。一方的な無

償の行為ではなく、自分を活かす場の一つと

して、自己成長の場としてのボランティア活

動の意義が認識されてきている。得るものは多

い。

第二は企業の社会貢献についての学びであ

る。学部を問わず、多くの学生が一般企業に

就職する。しかし、企業の社会貢献活動につ

いてはあまり知らないという学生がほとんど

である。今や、企業価値を計る尺度は本業の

経営状態だけではない。社会貢献活動も評価

の対象となっている。

講義は複数教員によるリレー形式である。

特に、経験豊かな講師を外部から招き、今日

的な話題を盛り込んでいる。外部講師の一人

は、大手損保会社に勤務後、現在「さわやか

福祉財団」で社会貢献活動等の育成業務に携

わっている。長年の企業人としての経験と現

在の立場との複合的視点から、社会貢献活動

やそれを包含する企業の社会的責任について

講義してもらう。また、子どもたちの自然教

室を主宰する人も講師として招いており、学

校とは異なる場での教育活動に関心のある学

生にはぜひとも聴講してほしい。もう一人の

外部講師は、難病患者会を中心に活動してい

る。わが国には、患者会を含めて数多くの自

助グループがあるが、これらの活動の現状や

課題などについての話が中心となる。

人口減少社会になり、高齢化が一層進行す

る中で、今こそ、人びとの「支えあい」が求

められている。

ボランティアというと、自分とはかかわりのない

「特別」な活動といったイメージを持っている人が多

いと思うのですが、人が人とかかわって助け合ってい

くというのは、もっと「日常」的なことではないでし

ょうか。私は、高校時代に知的障害をもった子どもた

ちの運動をサポートするという活動をしていたのです

が、一方的な奉仕というよりは、私自身が学んだり、

気づきを与えられたりする場面がとても多かったです

し、自分自身の喜びや充実感につながる経験をたくさ

んすることができました。授業では、そのような経験

を講義としてあらためて体系的に学び直すことができ

ましたし、NPO活動などに実際に携わっている講師

の先生たちから、現場の声をダイレクトに聞くことが

でき、毎回とても興味深い授業でした。きっと、この

授業を受けることで、心の壁が崩れて、「特別」が

「日常」に変わるきっかけになると思います。多くの

学生のみなさんに、ぜひ受けていただきたいですね。

「社会貢献とボランティア」での

テ
ーマスタディ「サッカーと地域社会」

は、昨年度秋学期から開講された授

業である。スポーツを題材としてい

ることもあり、臨場感が再現できるよう映像

資料も駆使される。このため、授業は第３学

舎のソシオAV大ホールで行われており、大き

な画面と音響設備が活用されている。しかし、

迫力ある映像というだ

けなら、テレビで試合

の中継を見るのとかわ

りはない。スポーツバ

ーでの観戦と、大学で

の授業は違うはずだ。

商業化されたスポーツ

興行を受動的に楽しむ

こと自体が、いま一度

問い返される必要があ

る。

サッカーというスポ

ーツをさまざまな角度から検討しなおすべく、

多様な顔ぶれを講師陣に迎えた。放送現場で

ワールドカップの中継を担当するアナウンサ

ー、解説者としても知られるサッカー・ジャ

ーナリスト、ナショナルチームを追い続ける

新聞記者。昨年度の受講生たちからは、現場

に身をおく人ならではの講義内容だったと好

評を得た。また、サッカーというスポーツが、

地域社会でどのような役割を果たしているの

か。クラブチームの社会貢献とは何か。そう

いった観点からスポーツ社会学の専門家に登

壇してもらっている。メディア研究の立場か

ら、スポーツ報道の問題点や巨大イベントに

成長した大会のあり方について検討する回も

ある。さらには、スポーツ選手たちが直面せ

ざるを得ない法律上の問題に関して、法律実

務家の見解を聞く機会も設けている。公開授

業では、女性サッカー選手からみた現在のス

ポーツ界の問題点をシ

ンポジウム形式で考え

た。

誤解している人が少

なくないのだが、「スポ

ーツを研究する」とい

う課題は、「どうすれば

勝てるか」とか「どう

すればチームワークが

よくなるか」などのノ

ウハウを知ることでは

ない。また、マニアッ

クな知識をもてあそんで満足することでもな

い。

スポーツとは、何の意味があって社会のな

かに存在しているものなのか。スポーツの担

い手は、何を考えて行動するべきなのか。常

に問われるべきことは、スポーツの「存在意

義」である。そういった問いを大切にできる

受講生が集まることを、今年も期待する。

（開講は秋学期、火曜日４限。総合情報学部を

除く各学部が対象）

小学校・中学校とサッカーをしていたので、「サッ

カーと地域社会」というタイトルに興味を持ったのが、

履修のきっかけです。

実際に授業を受けてみると、「メディアによるスポ

ーツの商業化」、「企業だけのものではなく、地域とつ

ながることによって盛り上がるスポーツ」など、複数

の分野の先生たちから、今まで考えもしなかった視点

を切り口にした講義を受けることができ、知的な刺激

を得ることができました。講義の中で、実際の試合の

映像を大きな画面でみることができたのもとてもよか

ったです。工学部の僕は、2年次生になると専門以外

の授業をとる余裕がなくなってきたので、昨年受けて

おいてよかったと思いました。卒業所要単位にカウン

トされるので、その点も助かりましたね。専門分野以

外の学びによって、新たな視点を獲得し、そのことで

人生が豊かになるきっかけになるのではないでしょう

か。ぜひ、みなさんにも受けていただきたいですね。

中江　翔さん（工2）

「サッカーと地域社会」での

現
代経済についての情報は巷に満ち

あふれている。しかし、実際に経

済活動の現場にかかわる人たちの

生の声を聞く機会は限られている。ましてや、

世界を相手に仕事をする一流企業のトップ経営

者が毎週入れ代わり登場してその肉声に耳を傾

けることのできるチャンスなど、ふつうは得ら

れるものではない。ところが、そういう信じが

たいほど恵まれた企画が、関西大学と関西経済

同友会の提供により開講されている。それが

「大阪産業論」である。講師は伊藤忠商事、関西

電力、松下電器、東洋紡績、サントリー、アー

トコーポレーション、ダイキン工業等関西を代

表する企業のトップ経営者であり、その顔ぶれ

をWebシラバスで確認すれば、たいていの人は

その豪華さに驚嘆するはずである。

このような企画が実現したのは、大阪地区の

大学の連合組織である「大学コンソーシアム大

阪」のセンター科目として設置されているから

である。この科目はひとつの学部や大学が独占

するのではなく、ともに大阪に学ぶ各大学のさ

まざまな学部に在籍する学生が一緒の教室に集

って学ぶかたちで運営されていている。関西経

済同友会常任幹事（大阪国際会議場社長）の萩

尾千里氏（本学非常勤講師）をはじめとする経

済人の方々の、大阪の将来を担う学生に、広く

ナマの経済を学んでもらいたいという熱意によ

りこのような貴重な講義が実現したのである。

会場は、熱心な大学生と一般の聴講者との熱気

につつまれており、活発な質疑応答が講義を盛

り上げている。このようなトップ経営者の話と

いうと精神論や社会人としての心構えについて

のお説教を想像する人もいるかもしれないが、

実際はそのようなものではない。講師はみな多

忙ななか、実に綿密な準備と資料作成をして、

関西経済とグローバリゼーションの問題につい

て現場の感覚にもとづいた非常に内容のある講

義を展開している。

今年度は秋学期に開講されるが、関西大学の

履修手続きとは別に、大学コンソーシアム大阪

への登録手続きが必要となる。学

生定員枠が満員になりしだい締

め切りとなるので、受講を希望

する学生はできるだけ早く教務

センターに申し出ること。

も
し初めて大阪を訪れた人を案内すると

したら、どこへ行くだろう？　海遊館

やUSJのあるベイエリア、あるいはい

かにも大阪らしい通天閣、巨大看板のある道頓

堀だろうか。いずれも、人びとをあっと驚かせ、

楽しませる場所である。大阪が誇る上方落語や

漫才などのエンターテイメントにも通じ、大阪文

化の一面を示しているのかもしれない。

しかし、大阪の街の魅力はそれだけではない。

大阪は、実は平安京より古い難波宮以来、政治

や経済の中心であった歴史都市である。明治期

以降は、商工業の街として近代化され、大正期

には「大大阪（だいおおさか）」と呼ばれる黄金

時代を迎えた。北浜・本町辺りには銀行などの

重厚な建造物が建ち並び、いわば大阪のウォー

ル・ストリートであった。大阪のシャンゼリゼ

通り・御堂筋は、昭和初期に地下鉄とともに拡

幅・整備されたものだ。第２次世界大戦で大き

な被害を受けたが、戦後の復興、そして1970年

の大阪万博を経て、現在の大阪がある。かつて

は蔵屋敷が建ち並び、舟が行き交った堂島川に

は、阪神高速道路が架かり、ビルの隙間を縫う

ように車が走る。その風景は、醜くもあるが

「60年代」の象徴でもある。

この講義では、このような現存する建物や風

景を手がかりに、大阪の近代から現代の街の変

化の様子や特徴を見る。各回とも写真資料を用

いるが、古写真には今はない意外な近代大阪の

風景が見いだせる。また関西大学千里山キャン

パスを長く手が

けた村野藤吾

や、大阪を超え

世界で活躍する

安藤忠雄など、

大阪を代表する

建築家たちが作

り出した特色ある建築空間についても触れたい。

近年は、一般の人びとの都市景観や街づくり

への関心がとても高く、昨年度の大阪市立総合

生涯学習センター「大学コンソーシアム大阪」

の授業では、特に社会人受講生の向学心と大阪

愛に圧倒された。建築や都市を学ぶ学生にとっ

ては建物見学や街あるきは欠かせないが、広く

他学部の受講生もこの講義を通して街あるきの

面白さやコツみたいなものをつかみ、それぞれ

の専攻する分野の視点から日々暮らしている街

を見て、新たな発見をしてもらいたい。

私が「大阪産業論」を受講した動機は、経済を学んでいく中で世界のグローバル化に関心を持ったか

らです。グローバル化が進展する中、再び日本の活躍が期待されています。日本は世界と調和できる文

化や多くの技術、産業を持っており、中でも関西は特有の文化や歴史、企業家精神を持ったポテンシャ

ルの高い地域である、ということをこの講義で学びました。関西には家電、医薬品、アパレル、食品と

さまざまな産業が集積しており、元気で先進意識が高い消費者が多くいます。新製品や新サービスの約

７割が関西から生まれていると知り、関西のイノベーションパワーの強さを感じました。

この講義では、関西の役割について産業、環境、文化、観光をはじめとするさまざまな観点からお話

をいただき、大阪の魅力を改めて感じることができました。また、実際に企業経営や大阪の経済構築に

携わる実務家の生の声は、普段は決して聞くことができない貴重なものであったと思います。自分の視

野が広がり、非常に良い経験になったと思います。

高鳥　裕子さん（19年3月商学部卒）

大阪の魅力を再発見、貴重な経験

学
び

専門分野以外で
新たな視点獲得

「近代大阪をあるく」での

学
び狭間　香代子（文学部 教授）

永井　良和（社会学部 教授）

橋寺　知子（環境都市工学部 准教授）

南出　静子さん（文2）

「特別」が
「日常」に変わる

学部を超えた�

今、学びの空間は、学部を超え、大学をも超えて拡がっている。インターファカルティ教育科
目では、全ての学部生が学部を超えて授業にアクセスできる。また「大学コンソーシアム大阪」
の単位互換制度により、他大学の授業も受講できるようになり、学びの楽しさが増している。
そこで、インターファカルティ教育科目「テーマスタディ」の授業を担当している先生と受講

生のみなさんに「学部や大学を超えた教えと学びの楽しさ」について語ってもらった。

宮本　勝浩（大学院会計研究科 教授）

得瀬　武典（全学共通教育推進機構長
社会学部 教授）

建築学的に見た「大阪」 前本　麻有さん（19年3月社会学部卒）

社会学部のゼミで、大阪の文化や都市交通を学んでいました。そこで、違った学問の視点からみる

「大阪」はどうなのだろう、と思ったのが受講のきっかけです。普段は「どのような社会的背景があるの

だろう」という点を重視して「大阪」を見ていましたが、この講座からは「どのような建築方法が施されてい

るのか」「どのような建築家が携わったか」という建築学的な面から見えてくる「大阪」がありました。

また、大学生より一般市民の受講生が多かったので、その熱心に学ぶ姿勢に刺激されました。世代を

超えての情報交換は非常に楽しかったです。既存の枠組みにとらわれず学べるのが大学の醍醐味だと思

います。ちょうど卒業論文と並行して受講していたので、普段の勉強の息抜きにもなるだけでなく、新

たなヒントを得ることができ有意義で贅沢な時間を過ごせました。たとえ全く自分に知識がない分野で

も、シラバスなどで少しでも興味がわいたら飛び込んでみてください。

テーマスタディ

学
び

「大阪産業論」での学び

（４）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（１１）
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平
成
十
八
年
度
決
算
は
、
大

学
予
算
委
員
会
お
よ
び
法
人
予

算
会
議
を
経
て
、
理
事
会
（
平

成
十
九
年
五
月
十
日
）、
評
議
員

会
（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
四

日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。学

校
法
人
は
、
各
設
置
学
校

の
教
育
・
研
究
に
係
る
諸
事
業

を
予
算
と
し
て
編
成
し
、
そ
の

予
算
を
目
的
達
成
に
向
け
て
執

行
し
て
い
き
ま
す
が
、
平
成
十

八
年
度
予
算
（
当
初
予
算
に
加

え
、
第
一
次
補
正
）
に
計
上
し

た
事
業
は
、
概
ね
予
定
ど
お
り

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。大

学
全
入
時
代
を
迎
え
、
既

に
四
年
制
私
立
大
学
の
四
割
が

入
学
定
員
を
充
足
で
き
ず
、
ま

た
、
学
校
法
人
の
破
綻
や
合
併

な
ど
、
再
編
の
動
き
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中

に
あ
っ
て
、
本
法
人
は
「
危
機

こ
そ
好
機
」
と
捉
え
、
教
育
・

研
究
の
質
を
向
上
さ
せ
、
強
い

経
営
基
盤
を
維
持
し
つ
つ
、
平

成
十
八
年
度
も
諸
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。平

成
十
八
年
十
一
月
に
は
創

立
百
二
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え

「
関
西
大
学
創
立
百
二
十
周
年

記
念
式
典
」
を
簡
素
に
し
て
厳

粛
に
執
り
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に

学
校
法
人
福
武
学
園
と
合
併
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
二
番
目
の

併
設
校
と
し
て
「
関
西
大
学
北

陽
高
等
学
校
」
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
と
伝

統
を
有
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
強
豪

校
で
も
あ
る
北
陽
高
等
学
校

が
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校

と
切
磋
琢
磨
し
、
互
い
に
よ
り

充
実
し
た
教
育
を
行
う
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
学
校
法
人
関
西
大
学

が
永
続
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
財
政
の
健

全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
向

け
て
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
方
の
温

か
い
ご
理
解
と
熱
い
ご
支
援
を

ぜ
ひ
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
平
成
十
八
年
度
決

算
の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
主
な
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

明
治
十
九
年
十
一
月

四
日
に
関
西
法
律
学
校

と
し
て
開
校
し
た
本
学

は
、
平
成
十
八
年
十
一

月
四
日
に
創
立
百
二
十

周
年
の
佳
節
を
迎
え
ま

し
た
。
当
日
は
、
約
千

人
の
招
待
者
を
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ

ホ
ー
ル
１００
」
に
お
迎
え

し
、「
関
西
大
学
創
立
百

二
十
周
年
記
念
式
典
」

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
開
式

宣
言
、
学
歌
斉
唱
の
あ

と
、
理
事
長
式
辞
、
学
長
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
特

別
公
演
「
天
王
寺
舞
楽
（
萬
歳

楽
）」
が
催
さ
れ
、
我
が
国
の
重

要
無
形
民
族
文
化
財
で
あ
る
雅

や
か
な
舞
楽
演
奏
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
終
了
後
は
、
会
場

を
「
総
合
学
生
会
館
メ
デ
ィ
ア

パ
ー
ク
凜
風
館
」
に
移
し
、
記

念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
も
多
彩
に

行
い
、学
術
行
事
と
し
て「
関
西

大
学
が
は
ぐ
く
ん
だ
大
阪
学
と

中
国
学
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
記

念
学
術
講
演
会
を
実
施
し
、
学

生
関
係
行
事
と
し
て「
千
里
山

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
―
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ

〜
音
楽
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
〜
」

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

な
お
、
創
立
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
募
金
活
動
は
、
平
成

十
八
年
二
月
に
募
金
目
標
額
の

三
十
億
円
を
達
成
し
て
か
ら

も
、
順
調
に
申
し
込
み
額
を
伸

ば
し
、
平
成
十
九
年
七
月
の
時

点
で
、
申
し
込
み
額
の
累
計
は

四
十
三
億
円
を
超
え
て
い
ま

す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま

し
て
、
校
友
や
在
学
生
の
ご
父

母
の
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

か
ら
の
貴
重
な
ご
芳
志
に
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
募
金
活
動
は
、
平
成

十
九
年
八
月
ま
で
継
続
い
た
し

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
多
く

の
方
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ア

政
策
創
造
学
部
の
開
設（
平

成
十
九
年
四
月
）
準
備

平
成
六
年
度
の
総
合
情
報
学

部
設
置
以
来
、
十
三
年
ぶ
り
の

新
学
部
と
し
て
、
文
部
科
学
省

に
平
成
十
八
年
六
月
二
十
八
日

付
で
設
置
の
届
出
を
行
い
ま
し

た
。「
実
践
的
な
政
策
立
案
力
を

養
い
、
豊
か
な
地
球
市
民
へ
の

扉
を
ひ
ら
く
」
こ
と
を
め
ざ

し
、
こ
れ
ま
で
の
学
部
と
は
異

な
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

イ

工
学
部
を
「
シ
ス
テ
ム
理

工
学
部
」
「
環
境
都
市
工
学

部
」「
化
学
生
命
工
学
部
」
に
再

編（
平
成
十
九
年
四
月
）
準
備

平
成
十
九
年
四
月
に
工
学
部

を
「
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
」「
環

境
都
市
工
学
部
」「
化
学
生
命
工

学
部
」
の
三
学
部
に
再
編
し
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
学
部
は
、相
互

に
連
携
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
明
確
化
し
、
独
自
性
を
も
つ

教
育
体
制
を
備
え
て
い
ま
す
。

ウ
「
教
務
セ
ン
タ
ー
」の
開
設

平
成
十
八
年
九
月
に
、
従
来

の
学
部
事
務
室
お
よ
び
大
学
院

事
務
室
等
に
お
い
て
取
り
扱
っ

て
い
た
修
学
上
必
要
な
諸
手
続

き
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
教
務

事
務
）を
一
元
的
に
行
う「
教
務

セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。

エ

文
部
科
学
省
補
助
金
の
獲

得
教
育
分
野
で
は
、
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
で
一
件
、
英

語
指
導
力
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
事
業
で
は
、
二
年
連
続
で
一

件
の
合
計
二
件
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

研
究
分
野
で
は
、
平
成
十
八

年
度
の
私
立
大
学
学
術
研
究
高

度
化
推
進
事
業
の
一
つ
で
あ
る

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

に
「
高
度
福
祉
社
会
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

改
善
に
寄
与
す
る
生
活
支
援
工

学
構
築
の
た
め
の
実
践
的
研

究
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

オ

平
成
十
九
年
度
（
二
〇
〇

七
年
度
）
入
試
概
要

一
般
入
学
試
験
で
は
、
政
策

創
造
学
部
を
加
え
た
文
系
六
学

部
と
総
合
情
報
学
部
で
Ｓ
２

日

程
、
理
工
系
三
学
部
で
は
「
二

学
部
併
願
方
式
」
で
の
受
験
が

可
能
な
Ｅ
日
程
を
新
た
に
実
施

し
、
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試
験

で
は
、
四
つ
の
新
学
部
す
べ
て

が
導
入
す
る
と
と
も
に
、
経
済

学
部
が
セ
ン
タ
ー
後
期
を
新
た

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
試
験

地
に
つ
い
て
は
、
一
般
入
試
Ｓ

・
Ｓ
２
日
程
に
お
い
て
「
津
（
三

重
）
試
験
地
」
を
増
設
し
、
全

国
二
十
一
都
市
で
の
受
験
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
学
部
志
願

者
数
は
、
十
万
五
千
二
百
六
十

五
人
と
な
り
、
関
西
大
学
の
入

学
試
験
で
過
去
最
多
、
全
国
の

大
学
で
第
三
位
と
な
る
志
願
者

を
集
め
ま
し
た
。

カ

国
際
交
流
の
推
進

「
一
、
〇
〇
〇
人
派
遣
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
推
進
に
よ
る
派
遣

留
学
生
の
拡
大
、
協
定
大
学
の

拡
充
（
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

に
五
十
大
学
）
計
画
に
よ
り
、

新
た
に
九
大
学
と
協
定
を
締
結

し
、
協
定
大
学
数
を
三
十
七
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
創
立
百
二

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
ベ
ル
ギ
ー
王
国
に
あ
る
協
定

大
学
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
内
に
「
関
西
大
学

日
本
・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

キ

社
会
貢
献
の
推
進

本
学
の
研
究
成
果
を
社
会
に

還
元
す
る
「
産
学
官
連
携
・
知

財
セ
ン
タ
ー
」
や
「
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
八
年
度
は
、
活
動

地
域
の
拡
大
を
図
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
と
し
て
、
東
京
都
大
田

区
に
お
い
て
、
も
の
づ
く
り
に

関
す
る
産
学
連
携
事
業
の
展
開

を
開
始
し
ま
し
た
。

ク

就
職
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
平
成
十
八
年
度
の
学
生
の
就

職
環
境
は
、
昨
年
来
の
好
景
気

に
よ
る
市
場
の
活
性
化
を
受

け
、
各
業
界
に
お
い
て
非
常
に

良
好
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
ビ
ジ

ネ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

は
、
七
百
八
人
の
学
生
が
参
加

し
、派
遣
先
の
企
業
・
団
体
数
は

三
百
九
十
六
と
な
り
ま
し
た
。

ケ

学
生
諸
君
の
活
躍

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
二
〇
〇

七
世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
選
手
権
大

会
（
東
京
）
で
�
橋
大
輔
君
（
文

四
）
が
日
本
人
初
の
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
、
織
田
信
成
君
（
文

三
）
は
第
七
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
部

の
前
原
愛
さ
ん
（
社
三
）
が
世

界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
、
日
本

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
で

は
、
浦
部
紀
衣
さ
ん
（
文
三
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
団

体
競
技
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
が

関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

で
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、

関
西
学
生
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
リ

ー
グ
で
優
勝
し
ま
し
た
。

文
化
面
で
は
、
速
記
部
が
第

九
十
三
回
全
日
本
大
学
速
記
競

技
大
会
で
優
勝
し
三
十
九
連
覇

の
偉
業
を
達
成
し
、
英
語
研
究

部
が
全
国
大
会
で
個
人
優
勝
、

団
体
三
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
ま

た
、
資
格
試
験
で
は
、
司
法
試

験
に
二
十
九
人
（
旧
司
法
試
験

合
格
者
十
一
人
を
含
む
）、
公
認

会
計
士
試
験
に
三
十
一
人
（
旧

第
二
次
試
験
合
格
者
十
三
人
を

含
む
）
、
弁
理
士
試
験
に
六

人
、
国
家
公
務
員
�
種
試
験
に

六
人
が
合
格
し
ま
し
た
。

ア

関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
建
築
工
事

平
成
十
八
年
七
月
に
、
高
槻

キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
鉄
骨
造
二
階
建
て
延
面
積
三

千
五
百
九
十
八
・
五
〇
平
方
�

の
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
建
築
し

ま
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

国
際
競
技
規
格
を
満
た
し
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
の
公
式
試
合
の
開
催
も
可

能
な
本
格
的
な
仕
様
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
の
製
氷
に
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
の
極
め
て
高
い
ガ
ス

小
型
熱
源
集
中
設
置
・
運
転
台

数
制
御
方
式
を
採
用
し
、
地
球

環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

イ

誠
之
館
八
号
館
（
養
心

館
）
建
築
工
事

平
成
十
八
年
十
二
月
、
体
育

会
の
射
撃
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
、
柔
道
部
、
剣
道
部
の
専
用

練
習
場
と
し
て
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
鉄
骨
造
二
階
建
て
延

面
積
二
千
二
百
五
十
七
・
九
二

平
方
�
の
建
物
を
建
築
し
ま
し

た
。一

階
に
は
射
撃

場
、
二
階
に
柔
道

場
、
剣
道
場
、
ま

た
、
屋
上
に
は
高

さ
十
�
の
防
矢
ネ

ッ
ト
を
備
え
た
射

程
七
十
�
の
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
場
が
あ

り
ま
す
。

ウ

六
甲
山
荘

（
別
館
）
増
築
工

事
平
成
十
八
年
十
一
月
、
本
館

の
北
西
側
に
隣
接
す
る
建
物
を

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と

も
に
、
五
十
四
人
収
容
で
授
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
研
修
室

を
増
築
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
て
延
面
積

四
百
八
十
八
・
〇
五
平
方
�
の

別
館
は
、
本
館
と
渡
り
廊
下
で

結
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
増
築
に

よ
り
、宿
泊
定
員
は
約
一
・
五
倍

の
五
十
四
人
と
な
り
ま
し
た
。

エ

第
一
学
舎
五
号
館
建
築
工

事
平
成
十
九
年
三
月
、
政
策
創

造
学
部
の
開
設
に
あ
た
り
、
そ

の
主
た
る
教
育
の
場
と
し
て
、

地
上
六
階
建
て
延
面
積
九
千
五

百
十
九
・
一
六
平
方
�
の
建
物

を
建
築
し
ま
し
た
。
大
教
室
、

中
教
室
、
語
学
・
ゼ
ミ
教
室
、

情
報
処
理
教
室
が
あ
り
、
こ
れ

ら
す
べ
て
の
教
室
に
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
・
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

第１学舎５号館

理事長

森本靖一郎

事
業
の
概
要

創立１２０周年記念式典・祝賀会を挙行

１

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
関
係

は
じ
め
に

２

教
育
研
究
活
動
関
係

３

教
育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関
係

平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て�

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て�

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行�

当年度（平成１９年３月３１日）
差 額
３２２，０４８，１８０

（２０２，１１５，８６０）
△１，０８０，４５６，０３４

（△１，０８０，４５６，０３４）
△７５８，４０７，８５４

（△８７８，３４０，１７４）

時 価
７，５７０，４２９，３３９

（７，０２４，９８２，４６０）
１８，８１２，７１４，９６６

（１８，８１２，７１４，９６６）
２６，３８３，１４４，３０５

（２５，８３７，６９７，４２６）

貸借対照表計上額
７，２４８，３８１，１５９

（６，８２２，８６６，６００）
１９，８９３，１７１，０００

（１９，８９３，１７１，０００）
２７，１４１，５５２，１５９

（２６，７１６，０３７，６００）

種 類

時価が貸借対照表計上額
を超えるもの
（うち満期保有目的の債券）
時価が貸借対照表計上額
を超えないもの
（うち満期保有目的の債券）（注）

合 計
（うち満期保有目的の債券）

学
校
法
人
は
、
予
算
に
よ
っ
て

執
行
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
、文
部
省
令
に
定
め
る
「
学

校
法
人
会
計
基
準
」
に
基
づ
き
、

財
務
計
算
に
関
す
る
書
類
と
し

て
、「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費

収
支
計
算
書
」、「
貸
借
対
照
表
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
表
あ
る
い
は

明
細
表
の
計
算
書
類
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
金
収
支
計
算
書
」
は
、
学

校
法
人
の
当
該
会
計
年
度
の
諸
活

動
に
対
応
す
る
す
べ
て
の
収
入
・

支
出
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
か

つ
、
支
払
資
金
の
収
入
・
支
出
の

て
ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
資
金
の
動
き
の
す
べ
て
が
計

算
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
消
費
収
支
計
算
書
」
は
、
当

該
会
計
年
度
に
お
け
る
消
費
収
支

の
均
衡
状
態
と
、
そ
の
内
容
を
明

ら
か
に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状

況
が
健
全
で
あ
る
か
ど
う
か
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
計
算
書
は
、

言
わ
ば
企
業
会
計
の
「
損
益
計
算

書
」
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

「
貸
借
対
照
表
」
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
（
決
算
日
）
に
お

け
る
資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消

費
収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

な
お
、「
財
産
目
録
」
は
、「
貸

借
対
照
表
」
を
基
準
に
し
て
組
み

替
え
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
紙
幅
の
関
係
上
省
略
い

た
し
ま
す
。「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
」
に
財
産
目
録
な
ど
の
財
務

情
報
を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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注 記
１ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金
債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額
を計上している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員

期末要支給額１２，９６２，４５５，４５５円の５０％を基にして、私立大学退
職金財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整
額を加減した金額を計上している。

イ 高等学校、中学校、幼稚園の教員
期末要支給額１，２９４，６４３，７２８円から私学退職金財団よりの交付
金相当額を控除した金額の５０％を計上している。

ウ 役員
期末要支給額３８，８６２，５００円の１００％を計上している。

退職年金引当金
関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上してい
る。

�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法
移動平均法に基づく原価法である。

所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法
リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のフ
ァイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法
に準じた会計処理によっている。
預り金その他経過項目に係る収支の表示方法
前期末残高は、預り金支出・立替金収入とし、当期末残高は、預
り金収入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法
補助活動に係る収支は総額で表示している。

２ 重要な会計方針の変更等
なし

３ 減価償却額の累計額の合計額 ５８，８２６，６３６，２５３円
４ 徴収不能引当金の合計額 ９，８９５，０００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。
土地１０３，５４１．８９� １３２，３１１，６１６円

６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととな
る金額 ５，８９９，９３３，７１３円

７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�有価証券の時価情報 （単位 円）

（注）時価が貸借対照表計上額を超えないものについては、満期保有目的の債券の
ため、差額（評価損）が実現する可能性は低い。なお、仕組債については、
本表に含めて記載している。

�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し

２０，６７０，０００円の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権
移転外ファイナンス・リースは次のとおりである。
リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料期末残高
教育研究用機器備品 ７４９，１５７，０４８円 ３２３，５８１，０３２円
車輌 １２，２８５，０００円 ６，２１１，３４２円

計 ７６１，４４２，０４８円 ３２９，７９２，３７４円

（注）予備費使用額 ４１６，３２２，０００円
�
�
�
�

人件費 ３７２，８３８，０００円 管理経費 ４３，４８４，０００円

退 職 金 １９，０６５，０００円 雑 費 ４３，４８４，０００円

退職給与引当金繰入額 ３５３，７７３，０００円

�
	
	



差 異

△ ２７３，２３９，５５０
△ ２２１，５１３，０５０

２，７２０，０００
△ ４，７０８，２５０
△ ４９，１９８，２５０
△ ５４０，０００

△１，２７０，８８７，０１５
△１，２７２，７００，０００

５０８，０００
１，９８９，９００
９０５，９８５

△ １，５９０，９００

△ ２９０，５００，８７８
△ ２９０，５００，８７８

△ ２９３，８９８，０３６
△ ２７５，０５４，９１２
△ １８，８４３，１２４

△ ２７７，７６０，８３１
６，５６５，４０４

△ ２７，２００，８７０

△ ５３，９１５，７０３

△ １，０６１，３２７

△ ６０９，０４０

△ ２５７，４１３

△ １３４，９０２

△ １，８０７，５２９

△ １２０，７６６，５７７

１２，０００

△ １１５，５１３

△ ３７９，２８６

△ ５７６，１６３

△ ２０，９９４，３３７
△ ５６，５１９，５７５

決 算

３１，５４９，５６６，５５０
２３，３５５，１３５，０５０
２，５１４，７４０，０００
７８２，７８６，２５０

４，７９０，７１５，２５０
１０６，１９０，０００

３，３６７，１７８，０１５
３，３３６，４３０，０００

９９６，０００
１２，９０８，１００
７，０３３，０１５

９，８１０，９００

８９６，７００，８７８
８９６，７００，８７８

４，１３４，９８６，０３６
３，５５３，００５，９１２
５８１，９８０，１２４

１，１７７，３８５，８３１
６４，６９６，５９６

３２，６２６，８７０

３５８，７２３，７０３

１，２６１，３２７

７０９，０４０

３０１，４１３

１５４，９０２

２，３０７，５２９

４６６，８９４，５７７

０

１１７，５１３

４５９，２８６

６７６，１６３

８３，２３７，３３７
１６５，２１９，５７５

予 算

３１，２７６，３２７，０００
２３，１３３，６２２，０００
２，５１７，４６０，０００
７７８，０７８，０００

４，７４１，５１７，０００
１０５，６５０，０００

２，０９６，２９１，０００
２，０６３，７３０，０００
１，５０４，０００
１４，８９８，０００
７，９３９，０００

８，２２０，０００

６０６，２００，０００
６０６，２００，０００

３，８４１，０８８，０００
３，２７７，９５１，０００
５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００
７１，２６２，０００

５，４２６，０００

３０４，８０８，０００

２００，０００

１００，０００

４４，０００

２０，０００

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００
１０８，７００，０００

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
工学部設備整備資金引
当特定資産運用収入
高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産運用
収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
未使用基金果実引当特
定預金運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
差 異

△ ９２，４２２，６９２
△ ９２，４２２，６９２

△ ４６，４３２，８１７
７３，５１０，７５９
２３０，７０１

△ １２０，１７４，２７７

△ ７６，８０９，０４７
△ ６５，８５４，０７５

△ １０，９５４，９７２

０
０

△ ４８１，２３０，０８１
△ ２１４，３３７，０００
△ ２３６，１４０，０００
△ ７，８２７，０００
△ ３８，４７４，０００

１５，５４７，９１９

△ ３９６，９３７，３５３
△ ５０，９９１，３０３

△ １７，８７２，３００

０

△ ５０，０００，０００

△ １００，０２７，６３８

△ ２４４

△ ３５５

△ ４３２，０００
△ ５８，２９６，８９５

２，４５９，３１０
△ ２５，２３５，６１４
△ ９４，５４０，６２６
△ １，９９９，６８８

４２１，９３２，９７３
４３１，９１０，３５４

△ ２，９７７，３８１
△ ７，０００，０００

２５

△３，０７８，１８５，３０２

決 算

９４，４４７，６９２
９４，４４７，６９２

６３８，６６８，８１７
３４８，４６７，２４１
９，６１１，２９９
２８０，５９０，２７７

９３９，７３２，０４７
８１２，５３５，０７５

１２７，１９６，９７２

１，０００，０００，０００
１，０００，０００，０００

６，３９５，２４６，０８１
２，９５８，２６６，０００
２，６１９，２９０，０００
１１２，５７２，０００
６２２，６６６，０００
８２，４５２，０８１

４，４２２，７１３，３５３
４０２，７８０，３０３

３６，４６２，３００

２４９，０００，０００

５０，０００，０００

２１９，１７４，６３８

８５，８６６，２４４

４２，１３５，３５５

４３２，０００
５７５，６１３，８９５
２，３１４，８０１，６９０
４４，２３５，６１４
３９８，５４０，６２６
３，６７０，６８８

△７，５６７，８５７，９７３
△１，４１５，６４６，３５４
△６，１５２，２１１，６１９

０

２１，４２０，９５３，９７５

６８，４６９，７２１，３０２

予 算

２，０２５，０００
２，０２５，０００

５９２，２３６，０００
４２１，９７８，０００
９，８４２，０００

１６０，４１６，０００

８６２，９２３，０００
７４６，６８１，０００

１１６，２４２，０００

１，０００，０００，０００
１，０００，０００，０００

５，９１４，０１６，０００
２，７４３，９２９，０００
２，３８３，１５０，０００
１０４，７４５，０００
５８４，１９２，０００
９８，０００，０００

４，０２５，７７６，０００
３５１，７８９，０００

１８，５９０，０００

２４９，０００，０００

０

１１９，１４７，０００

８５，８６６，０００

４２，１３５，０００

０
５１７，３１７，０００

２，３１７，２６１，０００
１９，０００，０００
３０４，０００，０００
１，６７１，０００

△７，１４５，９２５，０００
△ ９８３，７３６，０００
△６，１５５，１８９，０００
△ ７，０００，０００

２１，４２０，９５４，０００

６５，３９１，５３６，０００

科 目

資産売却収入
有価証券売却収入

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
収入
雑収入

借入金等収入
長期借入金収入

前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入
退職給与引当特定資産
からの繰入収入
関西大学退職年金引当
特定資産からの繰入収
入
キャンパス整備資金引
当特定資産からの繰入
収入
工学部設備整備資金引
当特定資産からの繰入
収入
未使用基金果実引当特
定預金からの繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金からの繰入収入
修学旅行費等預り資産
からの繰入収入
敷金・保証金回収収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定
期末未収入金
前期末前受金
その他の収入調整勘定

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
差 異

△ ２０３，６５６，３８８

３０，１８４，５３９

△ ３０５，７２５，７１８

△ １６，４７６，３８６

１０６，２３３，４７７

△ １７，８７２，３００

７８０，４４９，３４２

１４，６９５，４４６

６２，７７３，３８４

３９，９０５，７２８

△ １，２６９，９４０

９６，０９６，２４５

１９，６０９，４５０

△ ５，５５３，４０１

２１８，２６９，９９２

１８０，４１４

△ １４５，７５６，６１９

５１，６７４，９３０

△ ８１３，０６５

４４０，２０１，５８０

△ ５７，９７６，０７４

１４，６０２

△ ２５５，９８２

３２，６３１，４５７

７，８４４，３１４

４，３４２，７５９

３，８３４，１２２

３３６，０９６

△ ３９４，０２７

△ ２，８１４，１０１

２，０２７，５４０

△ ９２６，４７９

１６，６９５，１２６

１５，７０６，１０５

△ ３，３２５，４１８

１，７７５，８８０

△ ８，４２１，４３４

△ １８，５５５，８６７

△ ８３，９９４

△ ２２７，０８２

７，４４６，８３１

２２６，１４８

４，２７７，０４３

△ ２５４，８２４

５，９４４，４９９

△ ５，２８１，８５１

５，５６０，３７９

△ １９，０３８，３７８

決 算

１９，６３２，３５２，３８８

１２，１０６，１０１，４６１

６，１０４，１２３，７１８

８６，６０５，３８６

１，２９９，０５９，５２３

３６，４６２，３００

１０，３９８，１１８，６５８

３３４，９９７，５５４

１，６９７，９４４，６１６

２８５，３２４，２７２

３２８，７５６，９４０

１８３，８３９，７５５

５９５，４９８，５５０

２８２，４７０，４０１

９７２，１９９，００８

５，４７２，５８６

８４２，９２３，６１９

１６４，６１４，０７０

５８，０３０，０６５

３，２４３，４８０，４２０

１，１６０，５２９，０７４

１，１３１，３９８

２６，４１９，９８２

１３１，１７２，５４３

１，８８４，６８６

１６，９７３，２４１

６４，４５５，８７８

１，７２４，７８８，９０４

６３，３３７，０２７

４９，８３１，１０１

２４，０２６，４６０

１０１，８７０，４７９

２９０，０２５，８７４

４８，３２４，８９５

３０，５６８，４１８

１，７４２，１２０

２９６，４０５，４３４

７６，６１５，８６７

８３，９９４

５，７２０，０８２

５８４，１０６，１６９

１８，５５０，８５２

１２，８４４，９５７

１１，１９０，８２４

４０，５７９，５０１

１６，０５４，８５１

９，５８２，６２１

４３，３２７，３７８

予 算

１９，４２８，６９６，０００

１２，１３６，２８６，０００

５，７９８，３９８，０００

７０，１２９，０００

１，４０５，２９３，０００

１８，５９０，０００

１１，１７８，５６８，０００

３４９，６９３，０００

１，７６０，７１８，０００

３２５，２３０，０００

３２７，４８７，０００

２７９，９３６，０００

６１５，１０８，０００

２７６，９１７，０００

１，１９０，４６９，０００

５，６５３，０００

６９７，１６７，０００

２１６，２８９，０００

５７，２１７，０００

３，６８３，６８２，０００

１，１０２，５５３，０００

１，１４６，０００

２６，１６４，０００

１６３，８０４，０００

９，７２９，０００

２１，３１６，０００

６８，２９０，０００

１，７２５，１２５，０００

６２，９４３，０００

４７，０１７，０００

２６，０５４，０００

１００，９４４，０００

３０６，７２１，０００

６４，０３１，０００

２７，２４３，０００

３，５１８，０００

２８７，９８４，０００

５８，０６０，０００

０

５，４９３，０００

５９１，５５３，０００

１８，７７７，０００

１７，１２２，０００

１０，９３６，０００

４６，５２４，０００

１０，７７３，０００

１５，１４３，０００

２４，２８９，０００

科 目

人件費支出

教員人件費支出

職員人件費支出

役員報酬支出

退職金支出

退職年金支出

教育研究経費支出

旅費交通費支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

研究補助費支出

教育等補助費支出

奨学費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃貸料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

管理経費支出

旅費交通費支出

福利厚生費支出

年金支出

消耗品費支出

印刷・製本費支出

通信運搬費支出

光熱水費支出

補助費支出

広告費支出

修繕費支出

除却費支出

保険料支出

業務委託費支出

賃借料支出

租税公課支出

諸会費支出

支払手数料・報酬支出

渉外費支出

会議・会合費支出

雑費支出

差 異

△ ５，６０２，３８４
△ ５，６０２，３８４

２０，０００，０００
２０，０００，０００

２０，８３０，８６５
△ ５８，６２３，４３５

８５，４６０，５００
２３９，３００

△ ５，９９２，５００
△ ２５３，０００

８６，６１８，７８０
７９，４８７，１８４

△ １１，７６７，６１９
１８，８９９，２１５

２１，４９７，４９３
△ ２２，８２２，５０４

０

０

０

０

△ ８２，２６８，４１７

７４，２９２，０００

３３，１２６，６２８

０

０

△ ２５，２３５，６１４

４４，４０５，４００

２８３，１６９，６７２
２９３，７４８，０００
８０３，０３３

△ ３５５

△ ６１，９０６

△ ９，２５７，２１２
△ ２，０２９，０１２
△ ３２，８７６

６６，９７６，０００

７２３，９３４，１５０
７２３，９３３，７２４

４２６

△４，８７２，７３８，９２８

△３，０７８，１８５，３０２

（注）予備費使用額 ５３３，０２４，０００円

�
�
�
�

人件費支出 ３５５，０２４，０００円

退職金支出 ３５５，０２４，０００円

施設関係支出 １７８，０００，０００円

建 物 支 出 ８３，０００，０００円

建設仮勘定支出 ９５，０００，０００円

�
	
	



決 算

１５５，１７５，３８４
１５５，１７５，３８４

６７１，６６０，０００
６７１，６６０，０００

４，３２２，５７８，１３５
３，２２３，００２，４３５
７２８，７５４，５００
３０９，４５９，７００
１３，２２８，５００
４８，１３３，０００

１，９６０，１８９，２２０
１，６４８，４４６，８１６
２６，４５６，６１９
２８５，２８５，７８５

６，６４２，８７２，５０７
１１８，３３７，５０４

４００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，８２０，８３１，４１７

０

３１，８７３，３７２

２００，０００，０００

５００，０００，０００

４４，２３５，６１４

９５５，５９４，６００

１，９９０，８７１，３２８
５８３，４０３，０００
８１８，１６９，９６７
４２，１３５，３５５

３７２，１１８，９０６

１７２，９８２，２１２
２，０２９，０１２
３２，８７６

―

△１，６３４，４９８，１５０
△１，４６８，４３３，７２４
△ １６６，０６４，４２６

２２，６０５，６１２，９２８

６８，４６９，７２１，３０２

予 算

１４９，５７３，０００
１４９，５７３，０００

６９１，６６０，０００
６９１，６６０，０００

４，３４３，４０９，０００
３，１６４，３７９，０００
８１４，２１５，０００
３０９，６９９，０００
７，２３６，０００
４７，８８０，０００

２，０４６，８０８，０００
１，７２７，９３４，０００
１４，６８９，０００
３０４，１８５，０００

６，６６４，３７０，０００
９５，５１５，０００

４００，０００，０００

２２，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，７３８，５６３，０００

７４，２９２，０００

６５，０００，０００

２００，０００，０００

５００，０００，０００

１９，０００，０００

１，０００，０００，０００

２，２７４，０４１，０００
８７７，１５１，０００
８１８，９７３，０００
４２，１３５，０００

３７２，０５７，０００

１６３，７２５，０００
０
０

（５３３，０２４，０００）
６６，９７６，０００

△ ９１０，５６４，０００
△ ７４４，５００，０００
△ １６６，０６４，０００

１７，７３２，８７４，０００

６５，３９１，５３６，０００

科 目

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

施設関係支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出
敷金・保証金支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支
出
工学部設備整備資金引
当特定資産への繰入支
出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産への
繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
未使用基金果実引当特
定預金への繰入支出
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金への繰入支出
危機対応資金引当特定
預金への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支
出
前払金支払支出
貯蔵品購入支出
その他の支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成１９年３月３１日 （単位 円）

資産の部

負債の部

増 減

５，５６９，５２２，６２３
１，０８６，９５０，４３７

０
７４６，２７１，３９２

△ ７９，０８６，７６７
１８８，４４９，３４４

△ ４５，５０１，４４９
２４０，５５９，５４５

△ ８０１，３２８
３７，０５９，７００

４，４８２，５７２，１８６
０

△ １８，５３５，３２７
４７，７０１，０００

△ １５２，１６６，４００
５，８１４，１０５

△ ４０２，７８０，３０３
８１，８７５，２０４

０
１５１，０００，０００

０
△ ２８，０００，０００

５０，０００，０００
２，５００，０００，０００
１，８２０，８３１，４１７

△ ２１９，１７４，６３８
△ ５３，９９２，８７２

２００，０００，０００
５００，０００，０００

１，３８５，６５４，７１８
１，１８４，６５８，９５３

△ ８９９，１７３，８８３
△ ４３６，５８５
△ ８５，０００

１，０９５，３１１，０００
６，９１７，７８６
２，１００，２５９

△ ３，６３７，８１２

６，９５５，１７７，３４１

前年度末

１４８，７３３，９３７，６６６
８４，２８０，４８７，５４７
９，１１３，１９６，３２０
４７，９６６，９５１，５４２
７，５３３，９１９，６９２
７，５４５，７３２，２７７
４６５，９４６，２４９

１１，３７９，２３０，８７６
３，１１０，５９１

２７２，４００，０００

６４，４５３，４５０，１１９
１８，４９５，５６１
２１４，７８１，４３５
２１，７８６，０９６

３，６００，９８４，００１
４，３６０，７６８，５２３
７，５９６，６６３，２０７
６６７，８１７，８０３

２８，０００，０００，０００
１，０００，０００，０００
５００，０００，０００
２２０，０００，０００
１００，０００，０００

２，５００，０００，０００
１４，３１０，１０７，８９８
２１９，１７４，６３８
２２２，８７０，９５７
４００，０００，０００
５００，０００，０００

２４，３５５，０４６，９７８
２１，４２０，９５３，９７５
２，３１７，２６１，９３７
２，４６５，５９７
６９５，０００

４００，０００，０００
１６６，０６４，４２６
４２，１３５，３５５
５，４７０，６８８

１７３，０８８，９８４，６４４

本年度末

１５４，３０３，４６０，２８９
８５，３６７，４３７，９８４
９，１１３，１９６，３２０
４８，７１３，２２２，９３４
７，４５４，８３２，９２５
７，７３４，１８１，６２１
４２０，４４４，８００

１１，６１９，７９０，４２１
２，３０９，２６３

３０９，４５９，７００

６８，９３６，０２２，３０５
１８，４９５，５６１
１９６，２４６，１０８
６９，４８７，０９６

３，４４８，８１７，６０１
４，３６６，５８２，６２８
７，１９３，８８２，９０４
７４９，６９３，００７

２８，０００，０００，０００
１，１５１，０００，０００
５００，０００，０００
１９２，０００，０００
１５０，０００，０００

５，０００，０００，０００
１６，１３０，９３９，３１５

０
１６８，８７８，０８５
６００，０００，０００

１，０００，０００，０００

２５，７４０，７０１，６９６
２２，６０５，６１２，９２８
１，４１８，０８８，０５４
２，０２９，０１２
６１０，０００

１，４９５，３１１，０００
１７２，９８２，２１２
４４，２３５，６１４
１，８３２，８７６

１８０，０４４，１６１，９８５

科 目

固定資産
有形固定資産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車輌
建設仮勘定

その他の固定資産
電話加入権
施設利用権
敷金・保証金
有価証券
長期貸付金
退職給与引当特定資産
関西大学退職年金引当特定資産
減価償却引当特定資産
キャンパス整備資金引当特定資産
情報基盤等整備資金引当特定資産
工学部設備整備資金引当特定資産
高中施設整備資金引当特定資産
高槻新キャンパス整備資金引当特定資産
第３号基本金引当特定資産
未使用基金果実引当特定預金
総合情報学部Ｅ棟／教室棟借入返済資金特定預金
危機対応資金引当特定預金
ＩＴ化推進引当特定資産

流動資産
現金・預金
未収入金
貯蔵品
短期貸付金
有価証券
前払金
修学旅行費等預り資産
その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ １１２，５６５，０９９

２０８，３４０，０００

△ ４０２，７８０，３０３

８１，８７５，２０４

１，０４５，７４８，５０４

１２０，０００，０００

６５０，２６３，７５７

２４６，９５６，１１２

２，１００，２５９

２６，４２８，３７６

９３３，１８３，４０５

前年度末

１３，１３８，５６１，０１０

４，８７４，０８０，０００

７，５９６，６６３，２０７

６６７，８１７，８０３

８，０８３，６１７，９１４

６９１，６６０，０００

８２１，７７３，１８０

６，１５５，４８９，４３９

４２，１３５，３５５

３７２，５５９，９４０

２１，２２２，１７８，９２４

本年度末

１３，０２５，９９５，９１１

５，０８２，４２０，０００

７，１９３，８８２，９０４

７４９，６９３，００７

９，１２９，３６６，４１８

８１１，６６０，０００

１，４７２，０３６，９３７

６，４０２，４４５，５５１

４４，２３５，６１４

３９８，９８８，３１６

２２，１５５，３６２，３２９

科 目

固定負債

長期借入金

退職給与引当金

関西大学退職年金引当金

流動負債

短期借入金

未払金

前受金

修学旅行費等預り金

その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

３，７７７，３０２，４２３
２，６７３，０００，０００
１，８２０，８３１，４１７
３６，０００，０００

８，３０７，１３３，８４０

前年度末

１３４，８８３，４９５，８８１
４，３２０，０００，０００
１４，３１０，１０７，８９８
２，３７９，０００，０００

１５５，８９２，６０３，７７９

本年度末

１３８，６６０，７９８，３０４
６，９９３，０００，０００
１６，１３０，９３９，３１５
２，４１５，０００，０００

１６４，１９９，７３７，６１９

科 目

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ２，２８５，１３９，９０４

△ ２，２８５，１３９，９０４

前年度末

△ ４，０２５，７９８，０５９

△ ４，０２５，７９８，０５９

本年度末

△ ６，３１０，９３７，９６３

△ ６，３１０，９３７，９６３

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

６，９５５，１７７，３４１

前年度末

１７３，０８８，９８４，６４４

本年度末

１８０，０４４，１６１，９８５

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

２，２８５，１３９，９０４
４，０２５，７９８，０５９
６，３１０，９３７，９６３

６，０２８，３４４，０００
４，０２５，７９８，０００
１０，０５４，１４２，０００

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
差 異

△ １３９，０８１，２８９
３０，１８４，５３９

△ ３０５，７２５，７１８
△ １６，４７６，３８６
△ ８３，９３３，８６８

２５９，６９２，６４８
△ ２２，８２２，５０４

８９８，９８２，４６４
１４，６９５，４４６
５８，１０８，５２１
３９，９０５，７２８

△ １，２６９，９４０
９６，０９６，２４５
１９，６０９，４５０

△ ５，５５３，４０１
２１８，２６９，９９２
１８０，４１４

１２３，１９７，９８５
△ １４５，７５６，６１９

５１，６７４，９３０
△ ８１３，０６５

４４０，２０１，５８０
△ ５７，９７６，０７４

１４，６０２
△ ２５５，９８２

３２，６３１，４５７
７，８４４，３１４
４，３４２，７５９
３，８３４，１２２

１４，９６４，９６０
△ ３９４，０２７
△ ２，８１４，１０１

２，０２７，５４０
△ ３，８８７，２７９

１６，６９５，１２６
１３，３５２，９０８

△ ３，３２５，４１８
１，７７５，８８０

決 算

１９，３１１，４４７，２８９
１２，１０６，１０１，４６１
６，１０４，１２３，７１８
８６，６０５，３８６
１３６，１１６，８６８
７６０，１６２，３５２
１１８，３３７，５０４

１５，０９８，６８７，５３６
３３４，９９７，５５４

１，７１２，６０９，４７９
２８５，３２４，２７２
３２８，７５６，９４０
１８３，８３９，７５５
５９５，４９８，５５０
２８２，４７０，４０１
９７２，１９９，００８
５，４７２，５８６

４，６８５，９０４，０１５
８４２，９２３，６１９
１６４，６１４，０７０
５８，０３０，０６５

３，２４３，４８０，４２０
１，１６０，５２９，０７４
１，１３１，３９８
２６，４１９，９８２
１３１，１７２，５４３
１，８８４，６８６
１６，９７３，２４１
６４，４５５，８７８

１，９７２，７６０，０４０
６３，３３７，０２７
４９，８３１，１０１
２４，０２６，４６０
１０４，８３１，２７９
２９０，０２５，８７４
５０，６７８，０９２
３０，５６８，４１８
１，７４２，１２０

予 算

１９，１７２，３６６，０００
１２，１３６，２８６，０００
５，７９８，３９８，０００
７０，１２９，０００
５２，１８３，０００

１，０１９，８５５，０００
９５，５１５，０００

１５，９９７，６７０，０００
３４９，６９３，０００

１，７７０，７１８，０００
３２５，２３０，０００
３２７，４８７，０００
２７９，９３６，０００
６１５，１０８，０００
２７６，９１７，０００

１，１９０，４６９，０００
５，６５３，０００

４，８０９，１０２，０００
６９７，１６７，０００
２１６，２８９，０００
５７，２１７，０００

３，６８３，６８２，０００
１，１０２，５５３，０００
１，１４６，０００
２６，１６４，０００
１６３，８０４，０００
９，７２９，０００
２１，３１６，０００
６８，２９０，０００

１，９８７，７２５，０００
６２，９４３，０００
４７，０１７，０００
２６，０５４，０００
１００，９４４，０００
３０６，７２１，０００
６４，０３１，０００
２７，２４３，０００
３，５１８，０００

科 目

人件費
教員人件費
職員人件費
役員報酬
退職金
退職給与引当金繰入額
関西大学退職年金引当
金繰入額

教育研究経費
旅費交通費
消耗品費
印刷・製本費
研究補助費
教育等補助費
奨学費
通信運搬費
光熱水費
広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
賃借料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

管理経費
旅費交通費
福利厚生費
年金
消耗品費
印刷・製本費
通信運搬費
光熱水費
補助費

差 異

△ ８，４２１，４３４
２４，００３，９７０

△ １８，５５５，８６７
△ ８３，９９４
△ ２２７，０８２

７，４４６，８３１
２２６，１４８

４，１６４，６４３
△ ２５４，８２４

５，９４４，４９９
△ ５，２８１，８５１

５，５６０，３７９
△ ２２，９８７，０８７

△ ５，６０２，３８４
△ ５，６０２，３８４

△ ３４，６６６，０７２
４，２００，１５１

△ ２６，１２２，４６２
２，０５９，５７５

△ ６，４０７，０２１

△ ８，３９６，３１３
△ ２

△ ９３０，０００

△ １，１３０，０００

１８３，６７８，０００

９１６，２１５，６７９

決 算

２９６，４０５，４３４
１９５，１１２，０３０
７６，６１５，８６７
８３，９９４

５，７２０，０８２
５８４，１０６，１６９
１８，５５０，８５２
１２，９５７，３５７
１１，１９０，８２４
４０，５７９，５０１
１６，０５４，８５１
９，５８２，６２１
９０，７６０，０８７

１５５，１７５，３８４
１５５，１７５，３８４

４０３，３２３，０７２
３３５，０２１，８４９
２６，１２５，４６２
２２，０２７，４２５

６，７５２，０２１

１３，３９６，３１３
２

９３０，０００

１，１３０，０００

―

３６，９４３，４５３，３２１

予 算

２８７，９８４，０００
２１９，１１６，０００
５８，０６０，０００

０
５，４９３，０００

５９１，５５３，０００
１８，７７７，０００
１７，１２２，０００
１０，９３６，０００
４６，５２４，０００
１０，７７３，０００
１５，１４３，０００
６７，７７３，０００

１４９，５７３，０００
１４９，５７３，０００

３６８，６５７，０００
３３９，２２２，０００

３，０００
２４，０８７，０００

３４５，０００

５，０００，０００
０

０

０
（４１６，３２２，０００）
１８３，６７８，０００

３７，８５９，６６９，０００

科 目

広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
賃借料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

借入金等利息

借入金利息

資産処分差額

建物処分差額
構築物処分差額
教育研究用機器備品処
分差額
その他の機器備品処分
差額
図書処分差額
車輌処分差額

徴収不能引当金繰入額

徴収不能額

予備費

消費支出の部合計

差 異

△ ２７３，２３９，５５０

△ ２２１，５１３，０５０

２，７２０，０００

△ ４，７０８，２５０

△ ４９，１９８，２５０

△ ５４０，０００

△１，２７０，８８７，０１５

△１，２７２，７００，０００

５０８，０００

１，９８９，９００

９０５，９８５

△ １，５９０，９００

△ ３４３，９０９，２６８

△ ２９０，５００，８７８

△ ５３，４０８，３９０

△ ２９３，８９８，０３６

△ ２７５，０５４，９１２

△ １８，８４３，１２４

△ ２７７，７６０，８３１

６，５６５，４０４

△ ２７，２００，８７０

△ ５３，９１５，７０３

△ １，０６１，３２７

△ ６０９，０４０

△ ２５７，４１３

決 算

３１，５４９，５６６，５５０

２３，３５５，１３５，０５０

２，５１４，７４０，０００

７８２，７８６，２５０

４，７９０，７１５，２５０

１０６，１９０，０００

３，３６７，１７８，０１５

３，３３６，４３０，０００

９９６，０００

１２，９０８，１００

７，０３３，０１５

９，８１０，９００

１，０７１，１０９，２６８

８９６，７００，８７８

１７４，４０８，３９０

４，１３４，９８６，０３６

３，５５３，００５，９１２

５８１，９８０，１２４

１，１７７，３８５，８３１

６４，６９６，５９６

３２，６２６，８７０

３５８，７２３，７０３

１，２６１，３２７

７０９，０４０

３０１，４１３

予 算

３１，２７６，３２７，０００

２３，１３３，６２２，０００

２，５１７，４６０，０００

７７８，０７８，０００

４，７４１，５１７，０００

１０５，６５０，０００

２，０９６，２９１，０００

２，０６３，７３０，０００

１，５０４，０００

１４，８９８，０００

７，９３９，０００

８，２２０，０００

７２７，２００，０００

６０６，２００，０００

１２１，０００，０００

３，８４１，０８８，０００

３，２７７，９５１，０００

５６３，１３７，０００

８９９，６２５，０００

７１，２６２，０００

５，４２６，０００

３０４，８０８，０００

２００，０００

１００，０００

４４，０００

科 目

学生生徒等納付金

授業料

入学金

実験・実習料

教育充実費

施設費

手数料

入学検定料

試験料

証明手数料

大学入試センター試験

実施手数料

その他の手数料

寄付金

特別寄付金

現物寄付金

補助金

国庫補助金

地方公共団体補助金

資産運用収入

退職給与引当特定資産

運用収入

関西大学退職年金引当

特定資産運用収入

減価償却引当特定資産

運用収入

キャンパス整備資金引

当特定資産運用収入

情報基盤等整備資金引

当特定資産運用収入

工学部設備整備資金引

当特定資産運用収入

差 異

△ １３４，９０２

△ １，８０７，５２９

△ １２０，７６６，５７７

１２，０００

△ １１５，５１３

△ ３７９，２８６

△ ５７６，１６３

△ ２０，９９４，３３７

△ ５６，５１９，５７５

△ ７９，９７２，６９２

△ ７９，９７２，６９２

△ ４６，４３２，８１７

７３，５１０，７５９

２３０，７０１

△ １２０，１７４，２７７

△ ８０，９１２，０４８

△ ６５，８５４，０７５

△ １５，０５７，９７３

△２，６６７，０１２，２５７

△ １５９，９７６，１６０

△２，８２６，９８８，４１７

決 算

１５４，９０２

２，３０７，５２９

４６６，８９４，５７７

０

１１７，５１３

４５９，２８６

６７６，１６３

８３，２３７，３３７

１６５，２１９，５７５

８１，９９７，６９２

８１，９９７，６９２

６３８，６６８，８１７

３４８，４６７，２４１

９，６１１，２９９

２８０，５９０，２７７

９４４，５５５，０４８

８１２，５３５，０７５

１３２，０１９，９７３

４２，９６５，４４７，２５７

△８，３０７，１３３，８４０

３４，６５８，３１３，４１７

予 算

２０，０００

５００，０００

３４６，１２８，０００

１２，０００

２，０００

８０，０００

１００，０００

６２，２４３，０００

１０８，７００，０００

２，０２５，０００

２，０２５，０００

５９２，２３６，０００

４２１，９７８，０００

９，８４２，０００

１６０，４１６，０００

８６３，６４３，０００

７４６，６８１，０００

１１６，９６２，０００

４０，２９８，４３５，０００

△８，４６７，１１０，０００

３１，８３１，３２５，０００

科 目

高中施設整備資金引当

特定資産運用収入

高槻新キャンパス整備

資金引当特定資産運用

収入

第３号基本金引当特定

資産運用収入

未使用基金果実引当特

定預金運用収入

総合情報学部Ｅ棟／教

室棟借入返済資金特定

預金運用収入

危機対応資金引当特定

預金運用収入

ＩＴ化推進引当特定資

産運用収入

受取利息・配当金

施設設備利用料

資産売却差額

有価証券売却差額

事業収入

補助活動収入

附属事業収入

受託事業収入

雑収入

私学退職金財団交付金

雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支計計算算書書
３

収
支
計
算
書

「「
財財
産産
目目
録録
」」
はは

本本
学学
ウウ
ェェ
ブブ
ササ
イイ
トト
でで

消消費費収収支支計計算算書書

貸貸 借借 対対 照照 表表
（６）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（９）



その他�
（6.4％）�
92,189円�

一人当たり支出計�

1,517,051円�

人件費�
（42.6％）�
646,264円�

教育研究�
経　　費�
（33.4％）�
506,695円�

管理経費�
（4.4％）�
66,750円�

その他�
（1.2％）�
18,205円�

基本金�
組入額�
（18.4％）�
279,137円�

一人当たり収入計�

1,440,448円�

学生生徒等�
納　付　金�
（73.5％）�
1,058,729円�

手数料�
（7.8％）�
112,355円�

補助金�
（9.6％）�
138,283円�

資産運用�
収　　入�
（2.7％）�
38,892円�

収支差額�
△76,603円�
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創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行�

「
資
金
収
支
計
算
書
」、「
消
費
収
支
計
算
書
」、「
貸

借
対
照
表
」
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
資
金
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
資
金
収
支
計

算
書
」の
と
お
り
で
す
が
、こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
１
�

で
す
。

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
四
百
七
十

億
四
千
九
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。資

金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
を
含

め
、
四
百
五
十
八
億
六
千
四
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
収
支
差
引
き
十
一
億
八
千

五
百
万
円
の
資
金
超
過
と
な

り
、
次
年
度
繰
越
支
払
資
金

は
、
二
百
二
十
六
億
六
百
万
円

に
増
加
し
ま
し
た
。

次
に
、
主
な
科
目
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

ア

資
金
収
入

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は

三
百
十
五
億
五
千
五
百
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
授
業
料
、
入
学

金
、
実
験
・
実
習
料
、
教
育
充

実
費
な
ど
が
主
な
収
入
で
す
。

手
数
料
収
入
は
三
十
三
億
六

千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
検
定
料
が
主
な
収
入
で

す
。寄

付
金
収
入
は
八
億
九
千
七

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
関
西

大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事

業
寄
付
金
七
億
六
百
万
円
が
主

な
収
入
で
す
。

補
助
金
収
入
は
四
十
一
億
三

千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

イ

資
金
支
出

人
件
費
支
出
は
百
九
十
六
億

三
千
二
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
人
件
費
支
出
の
主
な
も
の

は
、
教
員
人
件
費
、
職
員
人
件

費
、
役
員
報
酬
、
退
職
金
な
ど

で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
百
三

億
九
千
八
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
各
設
置
学
校
の
教
育
研
究

諸
活
動
に
必
要
な
消
耗
品
費
、

研
究
・
教
育
等
補
助
費
、
奨
学

費
、光
熱
水
費
、業
務
委
託
費
、賃

借
料
な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
十
七
億
二

千
五
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
募
集
経
費
、
各
設
置
学
校

全
般
管
理
に
係
る
経
費
、
法
人

の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費
で

す
。施

設
関
係
支
出
は
四
十
三
億

二
千
三
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
主
な
明
細
は
、

「
２

事
業
の
概
要
（
３
）
教

育
研
究
環
境
の
整
備
充
実
関

係
」に
記
載
し
た
と
お
り
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
十
九
億
六

千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
教
育

研
究
用
機
器
備
品
や
図
書
な
ど

の
購
入
費
で
す
。

平
成
十
八
年
度
消
費
収
支
決

算
は
、
前
掲
の
「
消
費
収
支
計

算
書
」の
と
お
り
で
す
が
、こ
れ

を
総
括
し
た
も
の
が
�
表
２
�

で
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
負
債
と

な
ら
な
い
収
入
で
、
四
百
二
十

九
億
六
千
五
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
基
本
金
組
入
額

は
、
八
十
三
億
七
百
万
円
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
帰
属
収
入
か

ら
基
本
金
組
入
額
を
控
除
し
た

消
費
支
出
に
充
当
す
る
こ
と
が

で
き
る
消
費
収
入
は
、
三
百
四

十
六
億
五
千
八
百
万
円
で
、
予

算
に
対
し
二
十
八
億
二
千
七
百

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、消
費
支
出
は
、教
職
員

の
人
件
費
、
教
育
研
究
活
動
お

よ
び
法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸

経
費
で
、
三
百
六
十
九
億
四
千

三
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
の

で
、平
成
十
八
年
度
決
算
に
お
け

る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況
は
、

二
十
二
億
八
千
五
百
万
円
の
消

費
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
結
果
、
翌
年
度
繰
越
消
費
収

支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
が
四
十
億
二
千
六

百
万
円
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

六
十
三
億
千
百
万
円
を
翌
年
度

繰
越
支
出
超
過
額
と
し
て
計
上

す
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
翌
会
計
年

度
以
後
の
会
計
年
度
に
お
い
て

基
本
金
へ
の
組
入
れ
を
行
う
こ

と
と
な
る
金
額
が
五
十
九
億

円
、
ま
た
、
未
経
過
リ
ー
ス
料

期
末
残
高
が
三
億
三
千
万
円
あ

り
、
こ
の
三
つ
を
あ
わ
せ
た
百

二
十
五
億
四
千
百
万
円
が
、
実

質
上
の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
し

ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

資
金
収
入
の
寄
付
金
の
ほ
か
に

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
資
産
売
却
差
額
は
、
債
券

等
の
売
却
益
で
す
。

基
本
金
組
入
額
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
と
、
学
校
法
人

が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器
備

品
、
図
書
、
現
金
・
預
金
な
ど

の
資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維

持
す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
校
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学
校

法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資
産

を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属
収

入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も
っ

て
、「
維
持
す
べ
き
金
額
」と
し
、

こ
れ
が
「
基
本
金
組
入
額
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
の
退
職

金
に
は
、
退
職
給
与
引
当
金
繰

入
額
や
関
西
大
学
退
職
年
金
引

当
金
繰
入
額
が
計
上
さ
れ
、
教

育
研
究
経
費
及
び
管
理
経
費
に

は
、「
資
金
支
出
」
の
ほ
か
に
減

価
償
却
額
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
産
処
分
差
額
は
、
機
器

備
品
、
図
書
な
ど
の
廃
棄
に
伴

う
除
却
損
で
す
。

（帰属収入）（消費支出＋基本金組入額）

平
成
十
八
年
度
末
（
平
成
十

九
年
三
月
三
十
一
日
）
現
在
の

資
産
、
負
債
、
基
本
金
、
消
費

収
支
差
額
の
財
政
状
態
を
示
し

て
い
ま
す
。

私
立
学
校
振
興
助
成
法
第
十

四
条
第
三
項
に
基
づ
く
監
査
法

人
の
監
査
報
告
書
は
「
監
査
法

人
ト
ー
マ
ツ
」
に
よ
る
「
独
立

監
査
人
の
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
私
立
学
校

法
第
三
十
七
条
第
三
項
第
三
号

に
基
づ
く
監
事
の
監
査
報
告
書

は
「
監
事
監
査
報
告
書
」
の
と

お
り
で
す
。

�表１� （単位 百万円）

差異

０

△３，０７８

１，７９５

△４，８７３

△４，８７３

�表２� （単位 百万円）

差異

△２，６６７
△１６０

△２，８２７
９１７

△３，７４４

０

△３，７４４

平成１８年度決算

２１，４２１

４７，０４９

４５，８６４

１，１８５

２２，６０６

平成１８年度決算

４２，９６５
△８，３０７

３４，６５８
３６，９４３

△２，２８５

△４，０２６

△６，３１１

平成１８年度予算

２１，４２１

４３，９７１

４７，６５９

△３，６８８

１７，７３３

平成１８年度予算

４０，２９８
△８，４６７

３１，８３１
３７，８６０

△６，０２９

△４，０２６

△１０，０５５

科目／予決算

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科目／予決算

Ａ 帰 属 収 入
Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消費収入（Ａ＋Ｂ）
Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額
（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差額

翌年度繰越消費収支差額

当

年

度

平成１８年度 消費収支決算における「学生生徒等一人当たりの支出とこれを賄う収入」

（注）１（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の決算額を、科目ごとにそれぞれ学生数２９，８２８人（大学院・学部
・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものです。
２「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返
済、または、将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額です。

資
金
収
入
は
四
百
七
十
億
円

人
件
費
支
出
は
百
九
十
六
億
円

収
支
決
算
の
概
要

１

資
金
収
支
決
算

資金収支決算総括表

消費収支決算総括表

２

消
費
収
支
決
算

３

貸
借
対
照
表

４

監
査
報
告
書

（１０）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号
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平
成
十
九
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
本
学

文
学
研
究
科
が
申
請
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
の
教
育
研
究
拠
点
形
成
―

周
縁
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
新
た
な
東
ア
ジ
ア
文
化
像
の
創
出
―
」
が
人
文
科
学
分
野
で
採
択

さ
れ
た
。
五
年
前
に
開
始
さ
れ
た
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含
め
て
、
本
学
と
し
て
は

初
め
て
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
採
択
で
あ
り
、
今
後
五
年
間
を
か
け
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
拠
点
形
成

に
向
け
て
の
挑
戦
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

（
拠
点
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
・
文
学
研
究
科
教
授

藤
田

�
夫
）

Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｏ
ｆ

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
の
略
語

で
、「
卓
越
し
た
研
究
拠
点
」
の
意

味
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
が
進
め

る
大
学
改
革
支
援
策
の
柱
と
し

て
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
世
界
最

高
水
準
の
拠
点
形
成
を
目
的
に
、

平
成
十
四
年
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
た
。

初
年
度
は
生
命
科
学
、
化
学
・

材
料
科
学
、
情
報
・
電
気
・
電

子
、
人
文
科
学
、
学
際
・
複
合
・

新
領
域
の
五
分
野
、
翌
十
五
年
度

に
は
医
学
系
、
数
学
・
物
理
学
・

地
球
科
学
、
機
械
・
土
木
・
建
築

・
そ
の
他
工
学
、
社
会
科
学
、
学

際
・
複
合
・
新
領
域
の
五
分
野
、

最
終
の
十
六
年
度
に
は
革
新
的
な

学
術
分
野
の
み
が
募
集
さ
れ
、
三

年
間
で
二
百
七
十
四
件
（
の
べ
百

三
十
大
学
）
の
申
請
が
採
択
さ
れ

た
。
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
採
択
さ
れ
る
こ
と

は
、
大
学
に
お
け
る
研
究
水
準
の

高
さ
の
証
明
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
、
多
く
の
大
学
が
し
の
ぎ
を
削

っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
獲
得
に
奮
闘
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

そ
の
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
初
年
度
分
が
終
了
し
た
今

年
、
後
継
事
業
と
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
策
定
さ

れ
た
。
そ
の
目
的
は
、「
２１
世
紀
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
・
検
証

を
踏
ま
え
、
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
継
承
し
つ
つ
、
我
が
国
の
大

学
院
の
教
育
研
究
機
能
を
一
層
充

実
・
強
化
し
、
世
界
最
高
水
準
の

研
究
基
盤
の
下
で
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
創
造
的
な
人
材
育
成
を
図
る

た
め
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育

研
究
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に
支

援
し
、
も
っ
て
、
国
際
競
争
力
の

あ
る
大
学
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
」
に
あ
る
。
言
葉
を
換
え
る

と
、
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
形
成
さ
れ
た
拠
点
の
中
か
ら
卓

越
し
た
拠
点
を
選
別
し
、
そ
こ
に

重
点
的
な
支
援
を
行
う
、
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
Ｃ
Ｏ

Ｅ
の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
」
と
呼
ば
れ
た
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。

２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
グ
ロ
ー
バ
ル

Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
の
違
い
を
見
て
み
る

と
、
募
集
分
野
は
同
じ
で
も
、
採

択
数
は
ほ
ぼ
半
数
に
絞
ら
れ
る
こ

と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
支
援
金

額
が
倍
増
す
る
こ
と
、
学
際
・
複

合
・
新
領
域
は
五
年
間
毎
年
募
集

す
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
最
大
の
違
い
は
、
２１

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
が
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は
人
材
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
の
優
劣
が
重
要
な
審

査
基
準
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
卓
越
し
た
研
究
基

盤
」
の
上
で
行
わ
れ
る
人
材
養
成

で
あ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ
て

お
り
、
教
育
と
研
究
の
両
面
で
の

高
水
準
を
求
め
ら
れ
る
点
で
、
ハ

ー
ド
ル
は
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
と

言
え
る
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
申

請
を
見
送
っ
た
大
学
も
多
数
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
本
学
が
今
回
の

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し

く
快
挙
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
本

学
が
申
請
し
た
人
文
科
学
分
野
で

は
、
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
名
を
連
ね
て
い
た
ア
ジ
ア
学
を

中
心
と
す
る
拠
点
が
す
べ
て
姿
を

消
し
、
本
学
の
「
東
ア
ジ
ア
文
化

交
渉
学
」
の
み
が
採
択
さ
れ
た
。

本
年
度
採
択
さ
れ
た
二
十
八
大
学

・
六
十
三
拠
点
の
う
ち
、
私
立
大

学
は
四
大
学
し
か
な
く
、
２１
世
紀

Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
採
択
実
績
を
持
た
ず
に

拠
点
に
選
定
さ
れ
た
私
学
は
、
本

学
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
学
が
長
年
培
っ
て

き
た
ア
ジ
ア
学
の
伝
統
と
実
績

が
、
教
育
・
研
究
両
面
の
基
盤
と

し
て
、
他
の
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
拠

点
に
決
し
て
劣
ら
な
い
も
の
で
あ

る
と
高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ

ろ
う
。

本
学
に
は
学
術
リ
ソ
ー
ス
と
し

て
我
が
国
で
も
屈
指
の
充
実
し
た

総
合
図
書
館
が
あ
る
。
と
く
に
、

内
藤
文
庫
・
増
田
渉
文
庫
な
ど
、

ア
ジ
ア
関
係
の
特
色
あ
る
個
人
文

庫
は
内
外
の
研
究
者
か
ら
羨
望
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
。
研
究
実
績
と

し
て
は
、
半
世
紀
を
超
え
る
伝
統

を
持
つ
東
西
学
術
研
究
所
が
あ

る
。
東
西
文
化
の
交
流
と
比
較
を

旨
と
し
て
昭
和
二
十
六
年
に
設
立

さ
れ
た
同
研
究
所
は
、
石
濱
純
太

郎
・
藤
本
勝
次
・
大
庭
脩
（
い
ず

れ
も
本
学
名
誉
教
授
）
な
ど
著
名

な
ア
ジ
ア
研
究
者
が
所
長
と
し
て

研
究
を
リ
ー
ド
し
、
優
れ
た
研
究

業
績
を
次
々
と
刊
行
し
て
き
た
。

さ
ら
に
、
同
研
究
所
の
中
国
研
究

を
特
化
さ
せ
て
平
成
十
七
年
に
開

設
さ
れ
た
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
文
部
科
学
省
私
立

大
学
研
究
高
度
化
推
進
事
業
の
一

環
で
あ
る
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
拠

点
に
選
定
さ
れ
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
研
究
成
果
を
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
短
期
間
で
グ
ロ
ー

バ
ル
な
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
基
盤
に
加
え
、

拠
点
と
な
る
本
学
大
学
院
・
文
学

研
究
科
の
実
績
も
高
く
評
価
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
申
請
で

は
、
博
士
課
程
後
期
課
程
の
定
員

充
足
率
、
課
程
博
士
の
授
与
数
、

在
籍
者
の
論
文
・
学
会
発
表
数
、

大
学
等
研
究
機
関
へ
の
就
職
者
数

な
ど
の
デ
ー
タ
の
提
出
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
教
育
機
関
と
し
て
の

大
学
院
の
実
力
が
隠
し
よ
う
も
な

く
現
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
五
年
間
文
学

研
究
科
に
在
籍
し
、
研
究
に
精
励

し
た
院
生
諸
君
の
努
力
と
、
彼
ら

を
指
導
さ
れ
た
教
員
の
熱
意
が
な

け
れ
ば
、
今
回
の
採
択
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
大
学
全
体
の
姿
勢
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
単

発
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

Ｃ
Ｏ
Ｅ
を
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な

く
、
五
年
間
の
支
援
事
業
が
終
了

し
た
後
も
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
拠
点
の
継
続

と
発
展
を
大
学
の
将
来
構
想
の
な

か
に
位
置
づ
け
て
保
証
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点
で
、
河
田
学
長
の
専

門
が
中
国
学
で
あ
り
、
拠
点
の
意

義
と
重
要
性
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
、
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
で
の
拠
点
形
成
を
力
説
し

た
こ
と
が
、
審
査
員
に
強
い
印
象

を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

陶 徳民
文学研究科教授
（拠点リーダー）

藤田�夫
文学研究科教授
（拠点サブリーダー）

今年度スタート

Ｃ
Ｏ
Ｅ
と
は
な
に
か

裏面にグローバルＣＯＥプログラムの記事が続きます

評
価
さ
れ
た

関
西
大
学
の「
ア
ジ
ア
学
」

抜き取ってお読みください

平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（７）
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で
は
、
今
回
の
申
請
で
本
学
が

提
唱
す
る
「
文
化
交
渉
学
」
と
は

何
か
。
そ
れ
は
、
国
家
や
民
族
と

い
う
分
析
単
位
を
超
え
て
、
一
定

の
ま
と
ま
り
を
持
つ
文
化
複
合
体

を
想
定
し
、
そ
の
内
部
で
の
文
化

生
成
、
伝
播
、
接
触
、
変
容
に
注

目
し
つ
つ
、
ト
ー
タ
ル
な
文
化
交

渉
の
あ
り
方
を
複
眼
的
で
総
合
的

な
見
地
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る

学
問
研
究
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
従
来
の
人
文
学
の
学
問
分
野

ご
と
の
研
究
枠
組
の
越
境
と
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
枠
組
の
越
境

の
、
二
つ
の
越
境
が
求
め
ら
れ

る
。本

学
に
は
、
日
中
交
流
史
を
中

心
と
す
る
文
化
交
流
史
の
豊
か
な

研
究
蓄
積
が
あ
る
。
今
回
「
文
化

交
渉
学
」
と
い
う
別
の
言
葉
を
用

い
た
の
は
、
文
化
交
流
研
究
を
さ

ら
に
広
い
学
問
体
系
と
し
て
構
築

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
か
ら
で
あ

る
。
従
来
の
文
化
交
流
研
究
は
、

主
と
し
て
個
別
専
門
分
野
ご
と
の

文
物
や
制
度
に
関
す
る
事
例
研
究

の
積
み
重
ね
と
し
て
形
成
さ
れ
て

き
た
。
言
語
、
思
想
、
民
族
、
宗

教
、
文
学
、
歴
史
な
ど
学
問
分
野

ご
と
の
知
見
が
個
別
叙
述
的
に
蓄

積
さ
れ
る
一
方
で
、
文
化
交
渉
の

全
体
像
を
把
握
す
る
方
法
へ
の
省

察
は
、
な
お
未
開
拓
な
分
野
で
あ

る
。ま

た
、
従
来
の
文
化
交
流
研
究

に
お
い
て
は
、
国
家
単
位
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
研
究
枠
組
が
前
提
と
な

り
、
た
と
え
ば
日
中
交
流
史
の
よ

う
に
二
国
間
の
文
化
交
流
と
い
う

枠
組
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
二

国
間
で
あ
っ
て
も
、
個
別
の
研
究

は
日
本
と
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

枠
組
に
そ
れ
ぞ
れ
拘
束
さ
れ
て
お

り
、
越
境
的
で
総
合
的
な
研
究
組

織
、
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
は
未
だ
形

成
さ
れ
て
い
な
い
。

東
ア
ジ
ア
世
界
に
つ
い
て
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
を
超
え
た
視

座
と
し
て
東
ア
ジ
ア
文
明
、
東
ア

ジ
ア
文
化
圏
と
い
う
概
念
が
存
在

す
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
文
明
論

・
文
化
圏
を
前
提
と
す
る
研
究

は
、
そ
の
文
明
・
文
化
の
中
心
と

な
る
高
度
な
文
明
を
安
易
に
設
定

す
る
点
で
、「
文
明
―
未
開
」「
中

心
―
周
辺
」
の
図
式
を
脱
却
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
来
は
双

方
向
的
な
文
化
交
渉
の
本
質
が
把

握
さ
れ
ず
、
文
化
接
触
の
多
様
な

諸
相
を
平
板
に
捉
え
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
文
化
交
渉
学
は
、
従

来
の
文
化
交
流
研
究
の
成
果
を
ふ

ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
を
よ
り
高
次

な
学
問
研
究
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
た

め
に
用
意
さ
れ
た
場
で
あ
る
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
ア

ジ
ア
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
際
に
従
来
の
研
究
動
向

に
対
し
て
十
分
な
批
判
的
検
討
を

加
え
な
い
場
合
に
は
、
水
が
高
き

か
ら
低
き
へ
流
れ
る
よ
う
に
「
中

国
か
ら
周
辺
諸
国
家
へ
の
文
化
の

伝
播
」
と
い
う
一
方
通
行
の
理
解

か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
に
今
回
の
研
究
計
画
が

用
意
し
た
方
法
論
が
「
周
縁
ア
プ

ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
従
来
の
文
化

研
究
は
、
文
化
の
周
縁
部
分
を
切

り
捨
て
、
コ
ア
を
純
化
さ
せ
て
そ

こ
か
ら
あ
る
文
化
の
本
質
を
取
り

出
す
と
い
う
方
向
で
展
開
し
て
き

た
。
し
か
し
、
文
化
接
触
は
文
化

の
コ
ア
の
部
分
で
は
な
く
周
縁
で

こ
そ
発
生
す
る
。
逆
に
、
豊
か
な

可
能
性
を
持
つ
周
縁
に
立
脚
し
、

そ
こ
か
ら
コ
ア
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文

化
交
渉
の
多
様
な
姿
を
理
解
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
と
え
ば

中
国
文
化
を
こ
の
よ
う
な
視
点
か

ら
捉
え
な
お
す
と
、
こ
れ
ま
で
の

東
ア
ジ
ア
世
界
の
文
化
像
は
一
新

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
東
ア
ジ

ア
文
化
交
渉
学
」
が
め
ざ
す
新
し

い
東
ア
ジ
ア
文
化
像
と
は
、
こ
の

よ
う
な
方
法
的
転
換
を
経
て
把
握

さ
れ
る
、
文
化
接
触
の
連
鎖
の
結

果
構
築
さ
れ
た
文
化
複
合
体
と
し

て
の
東
ア
ジ
ア
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
ス
タ
ン
ス
を

身
に
つ
け
た
人
材
輩
出
が
今
回
の

拠
点
の
目
的
で
あ
る
。
学
問
分
野

の
研
究
枠
組
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
研

究
枠
組
を
超
え
、
東
ア
ジ
ア
世
界

を
多
対
多
関
係
の
織
り
な
す
文
化

的
複
合
体
と
し
て
把
握
す
る
視
座

を
獲
得
し
た
若
手
研
究
者
は
、
従

来
の
ア
ジ
ア
文
化
研
究
の
ス
キ
ー

ム
を
革
新
し
て
い
く
存
在
と
な
ろ

う
。
そ
の
よ
う
な
研
究
者
を
関
西

大
学
か
ら
世
界
へ
と
送
り
出
し
て

い
く
た
め
に
、
多
様
な
人
材
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。ま

ず
、
人
材
養
成
の
拠
点
と
な

る
本
学
文
学
研
究
科
を
改
組
し
、

「
文
化
交
渉
学
専
攻
」
を
新
た
に

開
設
す
る
。
平
成
二
十
年
四
月
開

設
を
め
ざ
し
て
、
現
在
設
置
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
入
学
定
員

は
、
博
士
課
程
前
期
課
程
十
二

人
、
後
期
課
程
六
人
を
予
定
し
て

お
り
、
後
期
課
程
の
半
数
は
留
学

生
を
想
定
し
て
い
る
。
後
期
課
程

の
学
生
は
、
上
記
の
研
究
活
動
に

も
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
参
加
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

を
せ
ず
に
研
究
に
専
念
で
き
る
だ

け
の
経
済
的
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
特

別
研
究
員
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
助
教
、
ポ
ス

ト
ド
ク
ト
ラ
ル
・
フ
ェ
ロ
ー
な
ど

多
様
な
形
態
で
若
手
研
究
者
を
公

募
し
、
自
立
し
た
研
究
を
行
え
る

経
済
的
環
境
を
提
供
す
る
。

日
本
の
人
文
学
研
究
の
弱
点
と

し
て
、
海
外
へ
の
発
信
力
の
乏
し

さ
が
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
今
回
の
人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
情
報

発
信
、
す
な
わ
ち
国
際
学
会
で
の

発
表
や
討
論
、
国
際
学
術
誌
へ
の

投
稿
を
可
能
と
す
る
た
め
の
外
国

語
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
目
標
は

母
国
語
も
ふ
く
め
て
、
英
語
＋
二

ア
ジ
ア
言
語
の
習
得
で
あ
る
。
大

変
な
負
担
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

欧
米
の
ア
ジ
ア
研
究
で
は
こ
れ
が

標
準
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の

主
要
な
大
学
の
教
室
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
結
ん
だ
国
際
共
同
授
業

も
、
外
国
語
の
運
用
能
力
を
高
め

る
実
践
の
場
と
し
て
、
毎
週
開
講

さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
拠
点
が
養
成
す
る

若
手
研
究
者
は
、
将
来
学
界
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
研

究
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
本
学
に
は
、
国
際

学
会
や
海
外
の
大
学
で
の
講
演
に

招
聘
さ
れ
、
世
界
的
に
活
動
さ
れ

て
い
る
研
究
者
が
多
数
い
る
が
、

そ
う
し
た
人
た
ち
は
例
外
な
く
、

海
外
の
研
究
者
と
太
い
パ
イ
プ
を

持
っ
て
い
る
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
、
若
い
う
ち
に
形
成

し
て
し
ま
う
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
若

手
研
究
者
国
際
学
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ

る
。
海
外
の
研
究
者

と
の
つ
な
が
り
は
、

留
学
な
ど
こ
ち
ら
か

ら
出
か
け
て
い
っ
て

は
じ
め
て
手
に
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
関
西
大
学
に

お
い
て
国
際
的
人
脈

を
手
に
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
。
し
か

も
繋
が
る
相
手
は
、

海
外
に
お
い
て
将
来

学
界
を
リ
ー
ド
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る

同
世
代
の
若
手
研
究

者
た
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
学
生
諸
君

に
相
当
の
ハ
ー
ド
・

ワ
ー
ク
を
要
求
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
手
に
入

れ
ら
れ
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
の
大
学
院
教
育
で
は
得
ら
れ

な
か
っ
た
、
国
際
的
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
案
者
の
一
人
が
、
「
私
自
身

が
、
こ
の
大
学
院
の
学
生
に
な
り

た
い
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
価
値
が
う
か
が
え
よ
う
。

こ
う
し
て
養
成
さ
れ
る
人
材

は
、
研
究
の
み
な
ら
ず
教
育
の
場

で
も
指
導
者
と
し
て
求
め
ら
れ
る

人
材
で
あ
る
。近
年
大
学
で
は
「
ア

ジ
ア
文
化
論
」
の
よ
う
な
、
地
域

や
学
問
分
野
を
超
え
た
科
目
が
多

く
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

真
の
意
味
で
担
え
る
の
が
本
拠
点

の
養
成
す
る
人
材
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
し
、
大
学
の
み

な
ら
ず
、
国
際
機
関
、
政
府
機
関

さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
国
際
交
流
の

現
場
を
担
う
組
織
に
お
い
て
も
、

ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
人
材
で

あ
る
。

多様な文化交渉の連鎖による複合体

若手研究者国際学術フォーラム

「
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研

究
拠
点
」
を
形
成
す
る
こ
と
は
、

本
学
が
当
該
分
野
で
世
界
的
な
ハ

ブ
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
関
西

大
学
に
行
け
ば
文
化
交
渉
研
究
の

す
べ
て
が
あ
る
、
と
認
識
さ
れ
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
文
化
交
渉

研
究
の
す
べ
て
と
は
、
学
術
リ
ソ

ー
ス
、
方
法
と
理
論
、
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
三
つ
に
集
約
さ
れ

る
。今

回
の
拠
点
計
画
に
は
、
研
究

会
や
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
数
種

類
の
紀
要
の
刊
行
、
関
連
す
る
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
築
な
ど
、
通
常

の
共
同
研
究
活
動
に
加
え
、
国
際

文
化
交
渉
学
会
の
創
設
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
形
成
し
て
き

た
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
さ
ら

に
拡
大
し
、
世
界
各
地
の
文
化
交

流
研
究
者
を
結
集
し
て
構
成
さ
れ

る
こ
の
学
会
は
、
主
に
英
語
論
文

か
ら
な
る
国
際
学
術
誌
を
持
ち
、

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
・
ボ
ー
ド
に

は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
国
際
的

研
究
者
が
名
を
連
ね
る
。
そ
う
し

た
研
究
者
は
Ｃ
Ｏ
Ｅ
客
員
教
授
と

し
て
毎
年
複
数
名
が
本
学
に
招
聘

さ
れ
、
授
業
の
一
部
を
担
当
す
る

と
と
も
に
、
拠
点
で
の
共
同
研
究

に
も
参
加
し
て
、
世
界
的
水
準
か

ら
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に
関
与

す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
紹
介
し
て
き
た
教
育
と

研
究
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
所
期
の
成

果
を
上
げ
た
と
き
、
本
学
は
文
字

ど
お
り
「
世
界
水
準
の
教
育
研
究

機
関
」
と
し
て
の
地
位
を
手
に
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
五
年
間

で
成
し
遂
げ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん

至
難
の
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
本

申
請
を
採
択
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ

Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
会
は
「
実

現
性
の
高
い
計
画
」
と
い
う
評
価

を
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
り
、
実

現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
す
の

が
、
今
回
の
拠
点
メ
ン
バ
ー
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。

す
べ
て
の
関
大
人
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ

ン
タ
ー
が
発
刊
す
る
ニ
ュ

ー
ズ
レ
タ
ー
「
環
流
」

文
化
交
渉
学
の
意
義

世
界
的
研
究
ハ
ブ

と
し
て
の
関
西
大
学

Global COE 東アジア文化交渉学の教育研究拠点形成

国
際
的
に
活
躍
す
る

人
材
の
養
成

（８）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号
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森森

図書館の

大
学
が
所
有
す
る
国
際
競
技

規
格
の
ア
イ
ス
リ
ン
ク
と
し
て

は
日
本
で
は
じ
め
て
の
関
西
大

学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は
、
昨
年

七
月
十
三
日
に
竣
工
し
、
そ
れ

か
ら
一
年
が
経
過
し
た
。
そ
の

製
氷
方
式
は
世
界
初
の
ガ
ス
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
に
よ
り
極
め

て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
が
高
く
、

環
境
に
も
配
慮
し
た
画
期
的
な

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
マ
ス

コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。

竣
工
時
か
ら
近
隣
の

府
県
自
治
体
や
連
盟
等

各
種
関
係
団
体
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
遠
く
は

新
潟
県
か
ら
の
視
察
団

も
あ
る
な
ど
、
日
本
中

か
ら
注
目
さ
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
一
年
間
は
、
当

初
の
計
画
ど
お
り
大
学

行
事
や
正
課
体
育
、
本
学
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
部
お
よ
び
関
西
大
学
第
一

高
等
学
校
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

の
課
外
活
動
を
中
心
に
活
用
さ

れ
た
。
竣
工
前
の
よ
う
に
部
員

た
ち
が
練
習
場
所
を
求
め
て
早

朝
や
深
夜
に
遠
方
ま
で
出
か
け

て
い
く
と
い
う
こ
と
も
な
く
な

り
、
安
定
し
た
練
習
時
間
の
確

保
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
の
も
と

で
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
�
橋

大
輔
選
手
（
文
四
）
は
世
界
選

手
権
銀
メ
ダ
ル
獲
得
、
織
田
信

成
選
手
（
文
三
）
は
グ
ラ
ン
プ

リ
シ
リ
ー
ズ
優
勝
、
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
部
に
お
い
て
は
関
西
学

生
リ
ー
グ
戦
二
連
覇
と
極
め
て

優
れ
た
成
績
を
収
め
て
い
る
。

本
学
以
外
の
団
体
利
用
も
多

く
、
他
大
学
の
練
習
場
所
と
し

て
貸
与
（
有
料
）
し
て
い
る
ほ

か
、
学
生
連
盟
の
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
リ
ー
グ
戦
や
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
選

手
権
な
ど
公
式
試
合
の
会
場
と

し
て
も
施
設
を
開
放
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
連
盟
Ｕ
―
１８
ト
ラ
イ
ア
ウ

ト
合
宿
や
北
関
東
・
東
北
の
高

校
生
の
強
化
合
宿
、
さ
ら
に
ト

リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
の
荒
川
静
香
選
手
や
本
年

三
月
に
開
催
さ
れ
た
世
界
選
手

権
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
安
藤
美
姫

選
手
、
同
選
手
権
銀
メ
ダ
ル
の

浅
田
真
央
選
手
も
練
習
に
訪
れ

て
い
る
。
海
外
か
ら
も
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
選

手
や
韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
か

ら
の
利
用
の
希
望
に
も
応
え
て

い
る
。

地
域
・
社
会
貢
献
で
は
、
高

槻
市
と
の
連
携
を
図
り
地
域
の

小
学
校
に
校
外
学
習
の
場
と
し

て
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
高
槻

市
民
デ
ー
の
開
催
に
よ
り
地
域

住
民
に
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
開

放
し
、
本
学
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
に
よ

る
指
導
や
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
も

実
施
し
て
い
る
。
本
年
四
月
か

ら
は
ス
ケ
ー
ト
教
室
「
カ
イ
ザ

ー
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
ス
ク
ー

ル
」
を
開
校
し
、
毎
週
土
曜
日

に
市
内
在
住
の
三
歳
か
ら
十
一

歳
の
生
徒
五
十
人
に
レ
ッ
ス
ン

を
行
っ
た
り
と
「
関
西
大
学
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
は
早
朝
か
ら

深
夜
ま
で
フ
ル
回
転
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

七
月
二
十
五
日
（
水
）
に
千
里
山

中
央
体
育
館
の
東
側
の
丘
陵
地
に
千

里
山
北
広
場
が
完
成
す
る
。
北
広
場

は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
構

想
し
た
「
千
里
山

丘
の
森
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
」
に
基
づ
く
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
、
正
課
体
育
活
動
は
も
と

よ
り
課
外
活
動
施
設
と
し
て
利
用
す

る
と
と
も
に
、
学
生
の
生
活
環
境
の

快
適
さ
を
追
求
し
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
多
目
的
な
利
用
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
広
場

を
災
害
時
の
避
難
場
所
に
提
供
す
る

な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
大
学
と
し

て
、
地
域
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

こ
の
夏
は
都
会
の
喧
騒
、
暑

さ
か
ら
離
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
は
、

日
本
の
屋
根
と
呼
ば
れ
る
北
ア

ル
プ
ス
の
麓
、
栂
池
高
原
に
位

置
し
、
夏
場
は
た
い
へ
ん
涼
し

く
、
絶
好
の
避
暑
地
で
あ
る
。

ロ
ッ
ジ
の
す
ぐ
近
く
の
栂
池
自

然
園
で
は
、
気
楽
に
楽
し
め
る

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ

り
、
訪
れ
る
人
び
と
を
美
し
い

高
山
植
物
が
迎
え
て
く
れ
る
。

ま
た
、
ロ
ッ
ジ
周
辺
に
は
多
く

の
温
泉
が
点
在
し
、
旅
の
疲
れ

を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
。

六
甲
山
荘
は
、
神
戸
市
の
北

部
に
連
な
る
六
甲
山
の
自
然
豊

か
な
山
腹
に
あ
り
、
昨
年
十
一

月
に
は
隣
に
新
装
の
別
館
が
加

わ
り
、
庭
か
ら
は
明
石
海
峡
大

橋
や
神
戸
空
港
を
望
む
こ
と
が

で
き
、
百
万
ド
ル
の
神
戸
の
夜

景
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

夕
食
に
出
さ
れ
る
神
戸
牛
の
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
す
き
焼
き
が
好

評
で
、
多
く
の
人
び
と
に
喜
ば

れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
荘
周
辺
に
は
六
甲

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
、
六
甲
山
牧

場
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ

る
の
で
、
夏
の
涼
し
い
六
甲
山

を
散
策
し
て
み
よ
う
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
、
六

甲
山
荘
は
学
生
の
み
の
利
用
も

可
能
。

申
し
込
み
方
法
と
場
所
は
次

の
と
お
り
。

【
申
し
込
み
方
法
と
場
所
】

利
用
開
始
日
の
二
週
間
前（
た

だ
し
、
そ
の
日
が
休
日
に
当
た

る
場
合
は
、
そ
の
前
日
）
ま
で

に
所
定
の
「
利
用
申
込
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
宿
泊
料

・
食
事
料
を
添
え
て
関
西
大
学

教
育
後
援
会
（
�
０６
―

６
３
６
８

―

０
０
５
５
）
ま
で
。
な
お
、
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
申
し
込
み

は
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ

ス
ま
で
。

詳
細
は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w

w
.k
an
sai�
u
.ac.jp�J

igyo�sem
in
ar�in

d
e

x
.h
tm
l

）
を
参
照
の
こ

と
。

（
教
育
後
援
会
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
秋
学

期
も
手
話
講
習
会
を
開
講
す
る
。
概
要
は

次
の
と
お
り
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
ほ
し
い
。

日
程

�
十
月
二
日
か
ら
毎
週
火
曜

�

十
月
三
日
か
ら
毎
週
水
曜

い
ず
れ
も
四

限
、
全
八
回
。
七
回
目
に
「
聴
覚
障
が
い

の
方
の
お
話
を
聴
く
会
」
を
実
施
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部
は

自
己
負
担
）

定
員

�
�
各
三
十
人

申
し
込
み

九
月
十
日
（
月
）
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
凜
風
館
一
階
）
窓

口
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
先
着
順
で
受
け
付

け
。
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
で
周
知
す
る
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

関
西
大
学
博
物
館
で
は
、
八

月
三
日
（
金
）
と
四
日
（
土
）

に
「
博
物
館
な
ん
で
も
相
談

会
」
を
開
催
す
る
。

博
物
館
を
会
場
に
、「
キ

ャ
ン
パ
ス
昆
虫
探
検
隊
」

「
作
っ
て
み
よ
う
葉
っ
ぱ

の
バ
ッ
タ
」「
甲
冑
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」「
銅
鐸
ス

ケ
ッ
チ
」
な
ど
、
体
験
を

重
視
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
る
。「
甲
冑
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」「
銅
鐸

ス
ケ
ッ
チ
」
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要
。
な
お
、「
銅

鐸
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
絵
の
具
の

画
材
を
持
参
の
こ
と
。

ま
た
、
恒
例
の
「
い
ろ
い
ろ

相
談
会
」
で
は
、
本
学
の
教
員

や
大
学
院
生
・
学
部
生
が
、
歴

史
や
民
俗
、
自
然
史
な
ど
の
分

野
で
、
持
ち
込
ま
れ
た
「
お

宝
」
の
鑑
定
や
、
夏
休
み
中
の

小
、
中
学
生
な
ど
の
自
由
研
究

や
課
題
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
解
決
を
支
援
す
る
。

（
博
物
館
）

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
の

基
幹
的
な
研
究
費
で
あ
る
科
学

研
究
費
補
助
金
に
よ
る
最
先
端

の
研
究
の
成
果
を
、
中
高
校
生

を
対
象
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
、「
見
る
」「
聞
く
」「
触
れ

る
」
こ
と
で
、
学
術
と
日
常
の

関
わ
り
や
科
学
（
学
術
）
が
も

つ
意
味
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
。
本

学
で
は
、
独
立
行
政
法
人
日
本

学
術
振
興
会
か
ら
採
択
を
受
け

た
次
の
二
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
る
。

●
八
月
四
日
（
土
）
十
二
時
三

十
分
か
ら

千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００

「
う
た
っ
て
笑
っ
て

〜
狂

言
研
究
入
門
〜
」（
文
学
部
関
屋

俊
彦
教
授
）
中
高
生
対
象

ミ
ニ
講
義
と
プ
ロ
の
演
者
安

東
伸
元
氏
の
指
導
の
も
と
、
小

謡（
こ
う
た
い
）と
呼
ば
れ
る
狂

言
一
曲
の
な
か
で
謡
わ
れ
る
短

い
一
節
を
み
な
で
う
た
う
も

の
。

●
九
月
八
日
（
土
）
九
時
か
ら

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・

人
間
活
動
理
論
研
究
セ
ン

タ
ー「

子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
場
を
創
る
〜
新
し
い
教

育
研
究
へ
の
招
待
〜
」（
文

学
部
山
住
勝
広
教
授
）
高

校
生
対
象

小
学
生
と
大
学
生
が
農

業
体
験
を
と
お
し
て
考
え
て
き

た
メ
ニ
ュ
ー
の
調
理
実
習
を
行

い
、
新
し
い
教
育
研
究
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
も
の
。

詳
細
は
、
日
本
学
術
振
興
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp���w
w
w
.jsp
s.go.jp�h

ira
m
ek
i�in
dex.htm

l

）
に

て
。

（
研
究
支
援
課
）

さ
る
五
月
二
十
八
日
に
図
書

館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
大
幅
な
改

編
を
行
い
、
画
面
の
構
成
を
一

新
し
た
。
利
用
者
に
や
さ
し
い

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
や
、
デ
ザ

イ
ン
面
に
お
け
る
ル
ッ
ク
＆
フ

ィ
ー
ル
の
向
上
に
加
え
て
、
サ

ー
チ
機
能
を
導

入
し
て
豊
富
な

コ
ン
テ
ン
ツ
か

ら
必
要
な
情
報

を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

点
が
大
き
く
進
化
し
て
い
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
中
央

に
「
お
知
ら
せ
」
ペ
ー
ジ
の
ニ

ュ
ー
ス
の
リ
ス
ト
、
右
側
に
当

月
分
の
開
館
カ
レ
ン
ダ
ー
、
左

側
に
は
資
料
探
索
に
関
す
る
各

種
コ
ー
ナ
ー
の
概
要
や
リ
ン
ク

と
と
も
に
、
蔵
書
検
索
Ｋ
Ｏ
Ａ

Ｌ
Ａ
の
サ
ー
チ
を
ダ
イ
レ
ク
ト

に
実
行
で
き
る
入
力
フ
ォ
ー
ム

を
設
け
て
い
る
。
な
じ
み
や
す

い
自
然
な
色
調
で
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
バ
ー
上
に
各
種
ア
イ
コ
ン

や
ボ
タ
ン
を
レ
イ
ア
ウ
ト
す
る

な
ど
、
見
や
す
さ
や
使
い
心
地

に
も
配
慮
し
た
。
ま
た
、
上
部

バ
ー
右
側
に
配
さ
れ
た
サ
イ
ト

内
検
索
の
サ
ー
チ
を
利
用
す
る

こ
と
で
当
サ
イ
ト
上
に
あ
る
一

般
的
な
内
容
を
検
索
し
、
知
り

た
い
内
容
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
ペ
ー
ジ
へ
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。

文
献
・
情
報
検
索
の
コ
ー
ナ

ー
で
の
大
き
な
変
更
点
は
、
旧

サ
イ
ト
で
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
源
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
各

種
文
献
探
索
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン

ク
集
が
、
装
い
と
機
能
・
内
容

を
一
新
し
、「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ポ

ー
タ
ル
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
導

入
画
面
と
な
る
サ
ー
チ
ペ
ー
ジ

に
配
さ
れ
た
資
料
タ
イ
プ
や
分

野
名
の
リ
ス
ト
か
ら
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
選
択
し
た
り
、
入
力
フ
ォ

ー
ム
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
て

サ
ー
チ
を
行
っ
た
り
、
複
数
の

プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
検

索
条
件
を
選
択
し
て
複
合
的
に

絞
り
込
み
を
か
け
る
と
い
っ
た

操
作
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
必

要
な
文
献
探
索
サ
イ
ト
の
一
覧

が
検
索
の
結
果
と
し
て
表
示
さ

れ
る
。
一
覧

か
ら
は
、
各

文
献
探
索
サ

イ
ト
ご
と
に

個
別
に
詳
細
表
示
画
面
を
呼
び

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
表
示
も
表
と
解
説
文
を
組

み
合
わ
せ
て
内
容
を
把
握
し
や

す
い
も
の
に
し
た
。

な
お
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
、

h
ttp���w

w
w
.k
an
sai

�
u.ac.jp�library�

に
変
更
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
留

意
の
う
え
ア
ク
セ
ス
し
て
、
図

書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て

活
用
し
て
ほ
し
い
。（

図
書
館
）

各
種
情
報
を
集
約
し
て
表
示

す
る
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

施設別 白馬栂池高原ロッジ 六甲山荘

利用範囲 本学教職員、学生、生徒、校友など

宿泊料
学内者 ２，６３０円（夏季） １，５８０（通年）【日帰り利用可】

学外者 ５，２５０円（夏季） ３，１５０（通年）【日帰り利用可】

食事料
朝食 ６３０円 ５００円

夕食 １，５８０円 ２，０００円、２，５００円、３，５００円

休館日 毎週木曜日 毎週水曜日

利用限度 ４泊５日

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
夏
休
み
利
用
案
内

自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

秋
学
期
の
受
講
者
を
募
集

手話講習

手
の
動
き
の
中
に
は
楽
し
い
意
味
が
あ
る

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

見
や
す
く
使
い
や
す
く
探
し
や
す
い

博
物
館
な
ん
で
も
相
談
会

体
験
重
視
、昆
虫
探
検
隊
も

金金
メメ
ダダ
リリ
スス
トト
もも
続続
々々
来来
場場

��
ひひ
らら
めめ
きき
☆☆
とと
きき
めめ
きき
ササ
イイ
エエ
ンン
スス

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
竣
工
か
ら
１
年

〜〜
よよ
うう
ここ
そそ
大大
学学
のの
研研
究究
室室
へへ
〜〜

ＫＫ
ＡＡ
ＫＫ
ＥＥ
ＮＮ
ＨＨ
ＩＩ
」」ププ
ロロ
ググ
ララ
ムム
をを
実実
施施

学生アメニティースペースの充実

地域活動にも貢献

（１２）平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号
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関関関関関関
西西西西西西
大大大大大大
学学学学学学
学学学学学学
部部部部部部
・・・・・・
大大大大大大
学学学学学学
院院院院院院
給給給給給給
付付付付付付
奨奨奨奨奨奨
学学学学学学
金金金金金金

関関関関関関関関関関関関
西西西西西西西西西西西西
大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学
学学学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部部部
・・・・・・・・・・・・
大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学
院院院院院院院院院院院院
給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
学学学学学学学学学学学学
金金金金金金金金金金金金

新新新新新新新新新
制制制制制制制制制
度度度度度度度度度
運運運運運運運運運
用用用用用用用用用
開開開開開開開開開
始始始始始始始始始

新新新新新新新新新新新新新新新新新新
制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度
運運運運運運運運運運運運運運運運運運
用用用用用用用用用用用用用用用用用用
開開開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始始始

平
成
十
九
年
度
学
部
・
大
学

院
新
入
生
を
対
象
に
新
し
い
給

付
奨
学
金
制
度
が
発
足
し
た
。

新
制
度
は
、
従
来
の
「
学
部
給

付
奨
学
金
」「
大
学
院
給
付
奨
学

金
」「
大
学
院
特
別
給
付
奨
学

金
」
の
各
制
度
を
「
関
西
大
学

学
部
・
大
学
院
給
付
奨
学
金
」

に
統
合
し
、
再
編
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
第
１
種
（
学
部
生
対

象
）
お
よ
び
第
２
種
（
大
学
院

生
対
象
）
は
、
入
学
成
績
が
特

に
優
秀
な
者
に
最
短
修
業
年
限

ま
で
「
授
業
料
全
額
」
を
給
付

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
第
３

種
（
学
部
生
対
象
）
お
よ
び
第

４
種
（
大
学
院
生
対
象
）
は
、

学
業
成
績
優
秀
者
で
あ
っ
て
経

済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な

者
に
、
一
年
間
に
限
り
「
授
業

料
の
半
額
」
を
給
付
す
る
も
の

で
あ
る
。

奨
学
生
に
採
用
さ
れ
た
諸
君

に
は
、
勉
学
に
励
む
と
と
も

に
、
自
己
の
目
標
を

達
成
し
充
実
し
た
キ

ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

過
ご
す
こ
と
を
期
待

す
る
。

ま
た
、
上
記
種
別
の
ほ
か
、

家
計
支
持
者
が
地
震
や
台
風
等

の
天
災
に
よ
り
人
的
ま
た
は
物

的
被
害
を
受
け
、
家
計
が
急
変

し
た
場
合
に
、
授
業
料
、
教
育

充
実
費
お
よ
び
実
験
実
習
料
の

合
計
相
当
額
を
上
限
に
給
付
す

る
第
５
種
が
あ
る
。

な
お
、
学
部
お
よ
び
大
学
院

の
上
位
年
次
生
お
よ
び
専
門
職

大
学
院
生
に
は
、
従
来
の
奨
学

金
制
度
が
適
用
さ
れ
る
。

（
学
生
生
活
課
）

◆ボクシング部
全日本選手権大会大阪府予選
７／１５（日）・１６（月・祝）・２１
（土）・２２（日）
近畿大学
全日本選手権 近畿ブロック
９／７（金）～９（日）
滋賀県立信楽高校
国民体育大会
１０／３（水）～８（月・祝）
秋田県男鹿市・会場未定
◆馬術部
第４０回関西学生障害馬術大会（対関西
学院ほか）
７／１５（日）・１６（月・祝）
兵庫県・三木ホースランドパーク
第３１回全日本ジュニア障害飛越選手権
大会
８／２（木）～５（日）
山梨県馬術競技場
第４５回関西学生馬術選手権大会
第４３回関西学生馬術女子選手権大会
第３２回関西学生女子複合馬術大会
第２８回学生馬術東西対抗競技会
８／２５（土）・２６（日）
大阪乗馬協会
第３６回全日本総合馬術大会
９／７（金）～９（日）
山梨県馬術競技場
◆拳法部
第１０回日本拳法全国都道府県大会
７／２２（日）
大阪市中央体育館
’０７全・日本拳法総合選手権大会
９／１６（日）
大阪市中央体育館
第３３回日本拳法龍峰杯優勝大会
１０／７（日）
吹田市立武道館（洗心館）
◆水上競技部
関西学生選手権
７／２７（金）～２９（日）
大阪市・大阪プール
日本学生選手権
９／７（金）～９（日）
東京辰巳国際水泳場
◆卓球部
第７７回全日本大学対抗卓球選手権大会
８／２（木）～５（日）
尼崎市記念公園総合体育館
平成１９年度関西学生卓球秋季リーグ戦
８／３０（木）～９／７（金）
京都府立体育館ほか
◆なぎなた部
全日本学生なぎなた選手権大会
８／５（日）
岡山県総合グラウンド桃太郎アリーナ
◆弓道部
全日本学生弓道選手権大会
８／７（火）～１０（金）
日本武道館
平成１９年度リーグ戦
９／１７（月・祝）・２４（月・祝）・１０
／７（日）
会場未定
◆ハンドボール部
平成１９年度男子第４６回女子第３７回西日
本学生ハンドボール選手権大会
８／８（水）～１２（日）
名古屋市・名東スポーツセンターほか
平成１９年度関西学生ハンドボール秋季
リーグ戦
９／１（土）～１０／２１（日）
大阪体育大学ほか
◆吟詩部
全国学生詩吟連盟
８／８（水）～１０（金）
河内長野ユースホステル
◆邦楽部
関西学生邦楽連盟祭
８／９（木）
吹田メイシアター中ホール
◆アーチェリー部
第４７回関西学生アーチェリーターゲッ
ト選手権大会（予選）
８／１２（日）～１４（火）
交野市・いきいきランド交野星ふる広場
第２９回関西学生アーチェリーフィール
ド選手権大会
９／４（火）・５（水）
京都府・白梅スポーツクラブ
◆テニス部
関西学生テニストーナメント予選・本
戦
８／１６（木）～９／２０（木）
予選―各大学テニスコート
本戦―大阪市・靭テニスセンター
全日本学生テニストーナメント
８／３１（金）～９／８（土）
東京都・有明テニスの森
関西大学対抗リーグ戦
１０／６（土）～１４（日）
各大学テニスコート
◆ヨット部
関西学生ヨット個人選手権大会
８／１８（土）・１９（日）
兵庫県・新西宮ヨットハーバー
スナイプ級関西選手権大会 ４７０級関西
選手権大会
９／２４（月・祝）
兵庫県・新西宮ヨットハーバー
関西学生ヨット選手権大会
１０／６（土）・７（日）
兵庫県・新西宮ヨットハーバー
◆ホッケー部
第３５回西日本学生ホッケー選手権大会
８／１８（土）・２０（月）・２２（水）
京都府・グリーンランドみずほホッケ
ー場
◆軽音楽部
No Border Rock Fes.
８／２０（月）・２１（火）
BIG CAT

神戸外大ジョイントライブ
８／２４（金）
兵庫県・三宮「VARIT」
１０大学ライブ
９／５（水）
SITE神戸
阪大ジョイントライブ
９／１４（金）
千里山キャンパス ＫＵシンフォニー
ホール
関関戦ライブ
９／２８（金）
千里山キャンパス ＫＵシンフォニー
ホール

◆ユースホステルクラブ
オープンキャンプ
８／２３（木）～２５（土）
大阪府立青少年野外活動センター

◆バドミントン部
西日本学生バドミントン選手権大会
８／２４（金）～３１（金）
福岡県北九州市・会場未定
関西学生バドミントン秋季リーグ戦
９／６（木）～２０（木）
大阪市立中央体育館ほか

◆ユネスコ研究部
ユネスコスクールキャンプ
８／２８（火）・２９（水）
吹田市立少年自然の家
ユネスコスクール
９／２３（日）
吹田市立千里市民センター図工室

◆ゴルフ部
関西学生男子二・三部校 学校対抗戦
９／２６（水）・２７（木）
滋賀県・日野ゴルフ倶楽部
関西学生女子一部校 学生対抗戦
９／１８（火）・１９（水）
兵庫県・芦屋カンツリー倶楽部

◆柔道部
関西学生柔道体重別団体優勝大会
９／１（土）・２（日）
岸和田市総合体育館

◆アメリカンフットボール部
関西学生アメリカンフットボール
Div.1 リーグ戦（対神戸大）
９／２（日）
エキスポフラッシュフィールド
関西学生アメリカンフットボール
Div.1 リーグ戦（対同志社大）
９／１５（土）
エキスポフラッシュフィールド
関西学生アメリカンフットボール
Div.1 リーグ戦（対近畿大）
９／２９（土）
エキスポフラッシュフィールド

◆剣道部
第４６回秋季大阪学生剣道優勝大会
第３６回秋季大阪学生剣道女子優勝大会
９／２（日）
大阪産業大学
第５５回関西学生剣道優勝大会
第３１回関西女子学生剣道優勝大会
９／９（日）
大阪市中央体育館

◆射撃部
第５３回秋季全関西ライフル射撃選手権
大会
第１２回秋季全関西女子学生ライフル選
手権大会
９／５（水）～８（土）
大阪府・能勢町ライフル射撃場

◆バスケットボール部
平成１９年度関西学生バスケットボール
リーグ戦
９／８（土）～１０／２１（日）
門真市・なみはやドームほか
平成１９年度関西女子学生バスケットボ
ールリーグ戦（２部）
８／２６（日）～９／６（木）
各大学体育館

◆バレーボール部
平成１９年度関西大学バレーボール連盟
秋季リーグ戦
９／９（日）～１０／２８（日）
本学ほか

◆少林寺拳法部
第４１回全日本学生大会
１０／７（日）
日本武道館

◆陸上競技部
秩父宮賜杯第６０回西日本学生陸上競技
対抗選手権大会
９／１４（金）～１６（日）
岐阜県・岐阜メモリアルセンター長良
川競技場
第３２回関西私立四大学対抗陸上競技大
会
９／２４（月・祝）
豊中市・服部緑地陸上競技場

◆マンドリンクラブ
依頼演奏
９／１６（日）
吹田市立山手小学校

◆アイスホッケー部
サマーカップ（対早稲田大・明治大・
東洋大）
９／１９（水）～２３（日）
北海道苫小牧市・会場未定

◆フェンシング部
牧杯ジュニア選手権・世界ジュニア予
選会
９／２２（土）・２３（日）
京都府・大山崎体育館

◆茶道部
春季茶会
１０／７（日）
大阪市・豊國神社

◆ソフトボール部
第３９回秋季リーグ戦
９月下旬
万博記念公園

平成１９年度 第１種・第２種
給付奨学生証授与式

○
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

石
井
是
さ
ん
（
社
一
）
が
、

六
月
三
日
に
大
阪
大
学
特
設
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
場
で
行
わ
れ
た
第

二
十
七
回
関
西
学
生
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
ッ
プ
に
お

い
て
、
ト
ー
タ
ル
一
二
五
八
点

で
優
勝
し
た
。

○
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

六
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
第

五
十
六
回
関
西
学
生
氷
上
競
技

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、
決
勝

で
関
西
学
院
大
学
を
五
―
一
で

破
り
、
二
十
七
年
ぶ
り
十
三
回

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

○
拳
法
部

六
月
三
日
に
早
稲
田
大
学
で

行
わ
れ
た
第
二
十
回
全
国
大
学

選
抜
選
手
権
大
会
で
団
体
優
勝

し
、
八
年
ぶ
り
六
回
目
の
日
本

一
に
な
っ
た
。
ま
た
、
個
人
で

は
西
浦
雅
貴
さ
ん
（
法
二
）
が

殊
勲
賞
を
獲
得
し
た
。

さ
ら
に
、
同
日
同
会
場
で
行

わ
れ
た
第
三
回
全
国
ブ
ロ
ッ
ク

対
抗
女
子
学
生
団
体
戦
に
お
い

て
、
中
川
絵
美
さ
ん
（
文
三
）

と
尾
崎
舞
さ
ん
（
情
二
）
が
参

加
し
た
西
日
本
学
生
女
子
チ
ー

ム
が
準
優
勝
を
獲
得
し
た
。

○
射
撃
部

六
月
六
日
か
ら
十
日
に
能
勢

町
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
で
行
わ
れ

た
第
十
八
回
西
日
本
学
生
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
団
体
五
種

目
中
四
種
目
を
制
し
、
十
五
年

ぶ
り
二
度
目
の
総
合
団
体
優
勝

を
果
た
し
た
。

○
重
量
挙
部

守
谷
翔
さ
ん
（
経
四
）
が
六

月
十
日
に
行
わ
れ
た
第
二
十
三

回
関
西
学
生
選
抜
選
手
権
大
会

男
子
八
十
五
�
級
で
、
ト
ー
タ

ル
二
百
八
十
�
を
上
げ
、
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
、
同
大
会
三

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

○
陸
上
競
技
部

六
月
八
日
か
ら
十
日
に
国
立

競
技
場
で
行
わ
れ
た
第
七
十
六

回
日
本
学
生
対
校
選
手
権
大
会

に
お
い
て
、山
根
愛
以
さ
ん
（
社

一
）
が
女
子
三
段
跳
で
二
位
、

三
村
有
希
さ
ん
（
社
一
）
が
女

子
走
高
跳
で
三
位
、
中
村
悠
子

さ
ん
（
文
三
）
が
女
子
走
幅
跳

で
四
位
、
田
中
琴
絵
さ
ん
（
社

三
）
が
女
子
三
段
跳
で
五
位
の

成
績
を
収
め
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

夏季休業中の施設利用（７月２９日～９月２０日）
利用時間等

８／１１～２０
休業

休業

休業
休業
休業
休業

休業

８時３０分～２３時

通常通り開室（各室ともメンテナンスのため閉室することがある）

９時～１７時
（届け出により許可）
（８／１８は休業）

休業

休業

休業

休業
（旅行のみ営業）

休業
９時～２０時

（届け出により許可）
（８／１２・１９は

９時～１７時）
（８／１８は休業）

休業

休業

休館

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時
（届け出により許可）

休業

土・日・祝日
休業

休業

休業
休業
休業
休業

休業

９時～１７時
（届け出により許可）

９時～１７時
（届け出により許可）

休業

休業
（７／２９・８／２５は営
業）

休業

９時～２０時
（届け出により許可）

休業

休業

（土）１０時～１８時
（９／１５は休業）

（日）休業

休業

休業

休業
休業

休業

休業

９時～２２時
（届け出により許可）

休業

平 日
９時～１９時

９時～１７時

休業
９時～１７時
休業
休業

９時～１７時
（７／３０は９時～１８時）

９時～２０時

９時～２０時

９時～１７時

２階食堂１０時４５分～１５時
３階物販１０時３０分～１６時
３０分（８／２７は休業）

９時～１７時

９時～２０時

９時～１７時
（診察受付時間は９時３０
分～１２時、１３時３０分～１５時
３０分）

９時～１６時

１０時～２０時
（９／１７は休業）

９時～１６時５０分

９時～１７時

９時３０分～１６時５０分
１３時３０分～１６時３０分

１０時３０分～２１時

９時～１７時

９時～２２時

１３時３０分～２１時

施 設

第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎
岩崎記念館
専門職大学院
第１学舎
第２学舎
第３学舎
第４学舎

尚文館

ローライブラリー
以文館・尚文館・児島惟謙館内自習室・第
２学舎内自習室

千里山中央体育館
千里山東体育館

誠之館２・３・６号館

誠之館２号館１階
（サテライトステーション）

凜風館（学生生活課・ボランティアセンタ
ー事務室）

凜風館（食堂・物販）

ＫＵシンフォニーホール

誠之館５・７・８号館
（凱風館・新凱風館・養心館）

保健管理センター

心理相談室

総合図書館

ＩＴセンター
キャリアセンター
キャリアセンター工学部分室
就職情報資料室
キャリアデザインルーム
エクステンション・リードセンター千里山
キャンパス事務室
総合情報学部オフィス
高槻キャンパスオフィス
キャリアセンター高槻キャンパス分室
図書室
体育館

関西大学アイスアリーナ

エクステンション・リードセンター事務室

教務センター

各学舎オフィス

授業支援
ステーション

千

里

山

高

槻

天
六

奨
学
金
種
別
と

今
年
度
採
用
人
数

第
１
種

１１
人

第
２
種

３６
人

第
３
種

２５３
人

第
４
種

１８５
人

課外活動行事予定
７月１５日～１０月１１日

平成１９年（２００７年）７月１３日第 ３４６ 号（１３）



学生スタッフ  活躍中�学生スタッフ  活躍中�学生スタッフ  活躍中�学生スタッフ  活躍中�

私
は
、現
在
入
試
広
報
課
の
学
生
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
高
校
生

を
対
象
と
し
た
入
試
広
報
業
務
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
ま
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
い
う
学

内
各
所
を
巡
る
案
内
係
や
在
学
生
数
人
が
パ
ネ

ラ
ー
と
な
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
、本
学
の
魅
力
を
高
校
生
に
伝
え
る
こ
と

が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、私
自
身
が
高
校
生
の
時
に
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
際
、学
生
ス
タ

ッ
フ
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
の
案
内
係
は
、先
輩
ス

タ
ッ
フ
が
実
際
に
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見

て
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
の
が
通
例
で
す
。

バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
団
体
で
来
学
す

る
高
校
生
の
中
に
は
、第
一
志
望
の
人

も
い
れ
ば
、そ
う
で
な
い
人
も
い
る
の

が
実
情
で
す
。私
は
第
一
志
望
で
な
い

高
校
生
に
対
し
て
も
、そ
の
高
校
生
自

身
が
関
心
の
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、関

西
大
学
の
魅
力
と
結
び
つ
け
て
、少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
、ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
に
対
し
て
、

新
凱
風
館
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
設

備
や
体
育
館
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
充
実
に

つ
い
て
伝
え
る
と
、関
西
大
学
に
さ
ほ

ど
興
味
が
な
か
っ
た
高
校
生
で
も
話

に
乗
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。

高
校
時
代
の
担
任
の
先
生
に
、私
が

高
校
生
を
前
に
大
学
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、非

常
に
驚
か
れ
ま
す
。以
前
の
私
は
、人

前
で
話
す
の
は
苦
手
だ
っ
た
か
ら
で

す
。
学
生
ス
タ

ッ
フ
の
活
動
の

際
は
、「
私
の
印

象
が
関
大
の
印

象
」
に
な
る
た

め
、
常
に
明
る

さ
と
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
よ
う

に
心
掛
け
て
い

る
せ
い
か
、
い

つ
し
か
人
前
で

も
緊
張
し
な
く

な
り
ま
し
た
。

私
は
、
現
在

文
学
部
英
語
英
文
学
専
修
に
所
属
し
、将
来
、単
に
英
語

を
教
え
る
の
で
は
な
く
、英
語
で
何
か
を
教
え
る
こ
と

の
で
き
る
教
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。学
生
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
活
動
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
理

解
力
、表
現
力
な
ど
教
員
と
し
て
の
資
質
を
養
う
た
め

に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

関
西
大
学
人
間
活
動
理
論
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
校
す

る
放
課
後
教
育
活
動
・
ニ
ュ
ー
ス
ク
ー
ル
『「
食
」
を

楽
し
も
う
　
食
楽
（
し
ょ
く
が
く
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
吹
田
市
立
山
手
小
学
校
の
四
年
生

か
ら
六
年
生
の
児
童
九
人
が
、
放
課
後
の
教
育
活
動
と

し
て
、
文
学
部
初
等
教
育
学
専
修
を
中
心
と
し
た
僕
た

ち
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
、
五
月
か
ら
十
二
月
の

八
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
に
わ
の
伝

統
野
菜
を
通
し
て
、
和
食
の
食
卓
に
つ
い
て
考

え
、
風
土
や
環
境
、
歴
史
に
つ
い
て

学
び
な
が
ら
、
レ
シ
ピ
作
り
、
調
理

実
習
を
行
い
ま
す
。
レ
シ
ピ
は
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
作

り
、
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、
学
校
、
家
庭
、
専
門
家
、
生

産
者
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使

っ
た
意
見
の
交
換
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
な
に
わ
伝
統
野
菜
で
あ
る

毛
馬
胡
瓜
、
服
部
越
瓜
、
玉
造
黒
門

越
瓜
を
種
か
ら
育
て
て
奈
良
漬
を
作

っ
た
り
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験

し
た
り
、
僕
た
ち
自
身
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
す
。

僕
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
が
持
っ
て
い
る
ア
イ
デ
ア

や
視
点
が
活
動
に
活
か
さ
れ
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
僕
ら
が
、
す

べ
て
段
取
り
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
強
制
し
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

引
き
出
す
こ
と
で
、
新
し
い
学
び
を
創
造
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

将
来
小
学
校
教
員
を
め
ざ
す
僕
に
と
っ
て
、
実
際
に

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
は
貴
重

な
経
験
に
な
り
ま
す
。
関
西
大
学
文
学
部
の
初
等
教
育

学
専
修
一
期
生
と
し
て
、
こ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
形

作
っ
て
い
く
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

笑顔心がけ関大の魅力アピール

僕
が
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア

シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
働
い
て
い
る
理
由
は
二

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
将
来
め
ざ
し
て
い

る
精
密
機
器
メ
ー
カ
ー
の
技
術
職
と
し
て
就
職

し
た
場
合
、
そ
の
先
に
お
そ
ら
く
携
わ
る
こ
と

が
な
い
事
務
の
仕
事
を
経
験
し
て
み
た
か
っ
た

た
め
。
次
に
、
一
昨
年
か
ら
約
半
年
間
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｓ
と
い
う
本
学
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
携
わ
っ
て
お
り
、
開
発
者
側
か
ら
の
視

点
で
は
分
か
ら
な
い
ユ
ー
ザ
ー
側
の
視
点
を
、

実
際
の
現
場
で
調
査
し
た
か
っ
た
た
め
で
す
。

実
際
に
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
で
学
生
と
接
す
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｓ
Ａ
と
し
て
働
く
ま
で
は
な
か

な
か
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
ユ
ー
ザ
ー
側
の
要
望
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の
開
発

や
運
用
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。Ｓ

Ａ
の
日
常
業
務
と
し
て
は
、
先
生

か
ら
の
要
望
や
連
絡
事
項
を
「
リ
ク
エ

ス
ト
票
」
に
記
入
す
る
こ
と
、
そ
れ
に

従
っ
て
、
授
業
中
の
出
席
票
の
配
布
・

回
収
や
授
業
開
始
前
と
終
了
後
に
パ
ソ

コ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
・
撤

収
を
行
う
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ａ
は
時
限
単
位
の
シ
フ
ト
勤
務
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
授
業
開
始
前
に
先
生
か

ら
受
け
た
リ
ク
エ
ス
ト
を
授
業
時
に
は

別
の
Ｓ
Ａ
が
行
う
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

す
。先

日
、
あ
る
先
生
か
ら
の
依
頼
を
書

き
込
ん
だ
「
リ
ク
エ
ス
ト
票
」
を
教
室

に
忘
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
Ｓ
Ａ
が
い
た

た
め
、
そ
の
先
生

の
次
の
授
業
時
間

の
リ
ク
エ
ス
ト
を

実
行
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な

「
リ
ク
エ
ス
ト
票
」

の
置
き
忘
れ
と
い

う
ミ
ス
を
防
ぐ
た

め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
、
Ｓ

Ａ
同
士
で
考
え
、
一
人
の
先
生
か
ら
の
連
続
す
る
時
限

に
対
す
る
リ
ク
エ
ス
ト
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
リ

ク
エ
ス
ト
票
に
記
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
絶
え
ず
工
夫
を
行
う
こ
と
で
、

僕
た
ち
Ｓ
Ａ
の
日
常
業
務
も
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
社
会
に
出
た
後
も
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ

た
開
発
者
と
し
て
、
そ
の
溝
を
埋
め
る
工
夫
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
合
情
報
学
部
で
は
、ポ
ス
タ
ー
、Ｃ
Ｍ
や
ド
ラ
マ
な

ど
の
映
像
作
品
等
、企
画
・
制
作
を
学
生
自
身
が
行
う
体

験
型
の
実
習
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
際

に
、ス
タ
ジ
オ
機
器
や
編
集
ソ
フ
ト
の
操
作
に
つ
い
て
、

技
術
習
得
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の
が
、Ｓ
Ａ（
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）と
し
て
の
私
の
役
割
で
す
。

今
年
度
は
、「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
制
作
実
習
」で
Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｓ
Ｈ
を
使
っ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
、「
映
像
基
礎

実
習
」で
ｉ
ム
ー
ビ
ー
を
使
っ
た
映
像
編
集
の
ほ
か
、ス

タ
ジ
オ
で
の
機
器
講
習
や
制
作
実
習
な
ど
を
担

当
し
て
い
ま
す
。二
人
一
組
で
、授
業
中
に
質
問

を
受
け
た
り
、困
っ
て
い
る
学
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
務
め
ま
す
。人
見
知
り
な
性

格
な
の
で
、自
分
か
ら
声
を
掛
け
る
こ

と
が
苦
手
だ
っ
た
の
で
す
が
、こ
の
二

年
間
で
、や
っ
と
慣
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。最
初
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
一
つ

と
し
て
、気
軽
な
気
持
ち
で
始
め
た
の

で
す
が
、今
で
は
、授
業
が
終
わ
っ
た

後
も
残
っ
て
質
問
に
答
え
た
り
、意
外

と
責
任
感
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
と
、新
し

い
自
分
を
発
見
し
て
驚
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

総
合
情
報
学
部
に
は
、最
新
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
環
境
、プ
ロ
も
使
用
し
て
い

る
業
務
用
カ
メ
ラ
等
の
本
格
的
な
撮

影
・
編
集
機
器
、ス
タ
ジ
オ
設
備
・
施
設

が
充
実
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
授
業
以

外
で
も
そ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
て
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
な
ど
を
行
う「
メ
デ
ィ

ア
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ッ
フ
」と
い

う
団
体
に
所
属
し
て
、短
い
ド
ラ
マ
作

品
な
ど
の
企
画
・
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、キ
ャ

ン
パ
ス
祭
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
等
、ス
タ
ジ
オ
で
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
際
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。Ｓ
Ａ
の
仕
事
を
す
る
こ
と

で
、い
ろ
い
ろ
な
機
材
の
使
用
方
法
に
精
通
し
た
り
、質

問
に
答
え
る
こ
と
で
自
分
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。四
年
次
生
に
な
る
と
就
職

活
動
な
ど
で
忙
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、三
年
次
生

の
間
は
、Ｓ
Ａ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た
い
で
す
ね
。
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昨
年
、
本
学
が
百
二
十
周

年
を
迎
え
た
の
に
続
い
て
、

本
年
に
は
社
会
学
部
が
四
十

周
年
、
教
育
後
援
会
が
六
十

周
年
を
迎
え
た
。
本
学
の
よ

う
に
歴
史
の
あ
る
大
学
で

は
、
毎
年
の
よ
う
に
何
か
し

ら
の
記
念
日
を
迎
え
る
。

今
日
に
お
い
て
時
代
の
変

化
は
極
め
て
速
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
情
報
化
な
ど
に
よ

っ
て
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し
く

移
り
変
わ
っ
て
い
る
。ま
た
、

大
学
も�
改
革
�の
名
の
も
と

に
、
方
向
性
は
と
も
か
く
と

し
て
、
と
に
か
く
変
わ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
逆
説
的

で
は
あ
る
が
、
移
り
変
わ
り

が
激
し
い
今
日
に
お
い
て
、

変
わ
ら
ず
に
守
り
通
し
て
き

た
歴
史
や
伝
統
が
持
つ
意
味

と
い
う
の
は
重
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
確
か
に
、
必
要
な
変

化
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か

し
同
時
に
、
移
り
変
わ
り
が

激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

歴
史
や
伝
統
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
榊
原
雄
一
郎
）

�編集後記�

村
中

徳
明
（
む
ら
な
か

の
り
あ
き
）
教
授

専
門
は
計
算
機
シ
ス
テ
ム

工
学
分
野
。
現
在
は
、
知
能

・
感
性
・
意
思
情
報
処
理
、安
全

・
防
災
・
快
適
情
報
処
理
、
バ

ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
な
ど

の
各
シ
ス
テ
ム
設
計
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体

的
に
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
レ
ッ

ス
ン
（
ペ
ン
習
字
支
援
シ
ス

テ
ム
）
な
ど
が
あ
る
。
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